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只易りぬ

察門の答れありがたきかな
近藤ハツヱさん(鶴田)

・戎十の尾のおゝりふりや花差
江崎かほりさん(上北島)

。及宕を宣ねるのみの年の瀬に

振り春える障子至み者さず
井口登志子さん(下妻)

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所。氏名を添えてまちづくり課ヘ

みんなが見つめた大一番
力士相手に4人がかりで挑む子どもたち。11月 5日 、古川

小学校で「第 12国大相撲古川場所」がありました。

(内容は18ページ)

CHiKUGO

○◆月のおもな内容O
特集0九州新幹線全線開業に向けて
F公園の中の船小屋駅」ただいま進行中|!・…2～5
平成2 正…6～ 7
はつらつママさんボレーボー)Й nちくご…8
C・ M・ C筑後ミュージカルカンパニーに

桑野市長が正一ル        …9
市職員募集 中●10

いま、人権・同利教育は …11

税に関する作文 ―・12

年末。年始の業務 …13

散歩道(みなさんのペ―ジ) …14～ 15
サザンクス筑後 16へ′17

まちのわだい 18～ 19

保健・衛生 20～ 21

お知らせ ・…22～ 24
図書室だより 25

この人にズームイン 26



∵
江

一　

‐

Ｉ

「

上

H

▲駅前広場を西側から見たイメージです

平
成
２３
年
春
の
金
線
開
業
に
向
け
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
る
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
。

全
線
開
業
す
る
と
現
行
２
時
間
１０
分
か
か
る
博
多
駅
～
鹿
児
島
中
央
駅
間
が
約
１
時
間
２０
分
で

結
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
山
陽
新
幹
線
と
九
州
新
幹
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
決
定
し
、
新
大
阪
～

鹿
児
島
中
央
間
が
直
通
運
転
で
４
時
間
前
後
で
結
ば
れ
る
予
定
で
す
。

九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
周
辺
で
は
、
全
線
開
業
に
向
け
て
高
架
橋
建
設
を
は
じ
め
、
関
連
施
設

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
整
備
内
容
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
は
同
駅
周
辺
の
事
業

計
画
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
対
策
課
新
幹
線
係

（
ａ
⑭
４
１
１
１
内
線
２
３
５
）

ヘ

■
九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
周
辺
の

都
市
基
盤
整
備
計
画

に向けて

ただ今進行中 !!

九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
は
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
船
小
屋
駅

か
ら
南
に
約
５
５
０
”
の
位
置
、

現
在
整
備
中
の
県
営
筑
後
広
域
公

園
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
市
や
県
で
は
、
ア

ク
セ
ス
道
路
や
駅
前
広
場
、
駅
周

辺
施
設
、
筑
後
広
域
公
園
の
各
施

設
が
十
分
機
能
し
、
ま
た

「公
園

の
中
の
駅
」
と
し
て
互
い
に
調
和

の
と
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
「公

園
の
中
の
船
小
屋
駅
検
討
委
員
会

（委
員
長
＝
樗
本
武
九
州
大
学
名

誉
教
授
産

を
立
ち
上
げ
、
全
体

の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
各
施
設
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
か
ら
平
成
１８
年
５
月

に
受
け
た
提
言
書
で
は
、
船
小
屋

駅
を
実
現
す
る
上
で
の
都
市
計
画

の
変
更
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
言
及
。
「公
園
の

中
の
駅
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

各
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ

ン
の
あ
り
方
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
、
市
や
県
で
は
そ
れ
を
基

に
、
同
駅
周
辺
の
都
市
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

広報ちくご 平成 19年 12月号 (2)ぁ
運騒
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九
州
謝
辞
鯨
庇
兄
島

ル
ー
ト

の
合
線
開
業
ま
で
残
す
と
こ
ろ

３
年
余
り
と
な
り
ま
ヽ
た
。
Ｊ

Ｒ
庇
兄
島
本
蕉
浴
い
で
建
設
さ

れ
て
い
る
高
架
格

工
事
も
、
来

年
度
来
に
は
ほ
ぼ
え
戌
す
る
見

込
み
で
す
。

九
州
新
斧
諫
船
小
屋
服
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら

い
よ

い

よ
定
条

工
事
が
始
め
ら
れ
ま
す

が
、
１。
月
号
の
広
柔
ち
く
ご
で

も
お
介
ら
せ
ｋ
ま
ｋ
た
と
お
り
、

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
公

園
の
中

の
駅
」
に
設
定
さ
れ
、

筑
狡
広
域
芥
目
や
久
郵
州
の
堂

か
な
自
然
と
調
ん
ヽ
た
デ
ザ
イ

ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
多
く
の
方
に
お
小
屋

よ
を
利
用
ｋ
て
も
ら
う
に
は
、

市
の
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
同
駅
の

持
つ
広
或
拠
点
の
役
割
を
向
上

さ
せ
る
必
妥
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
千
咸
２３

年
春
の
開
業
に
向
け
、
ｋ
っ
か

り
と
駅
月
運
施
設
の
整
倍
を
４

め
て
い
き
ま
す
。

桑野照史市長
i

_'  ■t
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小屋駅
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▲駅前広場か 見た九州新幹線船小屋駅 (‐イ

い

九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
の
駅
舎

は
、
全
国
で
初
め
て
公
園
区
域
に

隣
接
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
筑
後
広
域
公
園
や
周
辺
の
景

観
に
溶
け
込
む
優
し
い
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
木
調
縦
軸
ル
ー
バ
ー
（羽

板
）
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

駅
合
は
１
階
が
改
札
口
、
３
階

が
ホ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
と
Ｊ
Ｒ

鹿
児
島
本
線
の
乗
り
換
え
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
に
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
船
小
屋
駅
を
南
に
５
５
０
所
の

位
置
に
、
新
幹
線
駅
舎
と
併
設
す

る
か
た
ち
で
移
設
す
る
予
定
で
す
。

駅
前
広
場
に
つ
な
が
る
ア
ク
セ

ス
道
路
は
、
県
と
市
で
整
備
を
行

い
ま
す
。
県
の
事
業
で
は
、
国
道

２
０
９
号
線
を
起
点
と
す
る
道

路

（幅
１４

・
５
”
）
を
は
じ
め
、

幹
線
道
路
を
整
備
し
ま
す
。
市
の

円自九州新幹線全線開業

‐)

,

ど

主
ロ ロ

亀 β

新
幹
線
駅
含

β

一　
在
来
線
駅
移
設

九州新幹線船小屋駅周辺の

都市基盤整備計画概要図

也 β

一　
ア
ク
セ
ス
道
路

と

麗霞藝
(3)広 報ちくご 平成 19年 12月号



一

駅

前

広

場

事
業
で
は
、
幹
線
道
路
の
交
差
点

か
ら
駅
前
広
場

へ
進
入
す
る
道
路

（幅
１８

・
０
房
）
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
駅
周
辺
の
交
通

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

市
の
事
業
と
し
て
、
新
幹
線
、

在
来
線
、
筑
後
広
域
公
園
に
囲
ま

れ
た
位
置
に
約
９
，
７
０
０
平
方

所
の
駅
前
広
場
を
設
け
ま
す
。

交
通
広
場
に
は
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
を
設
け
ま
す
。
ま

た
、
乗
降
場
、
新
幹
線
駅
舎
と
在

来
線
駅
舎
を
結
ぶ
通
路
に
は
シ
ェ

ル
タ
ー

（雨
よ
け
）
を
設
置
し
、

駅
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

人
の
た
ま
リ
ス
ペ
ー
ス
は
、
の

ど
か
な
田
園
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
曲
線
を
多
く
使
用
す
る
こ
と

で
、
「公
園
の
中
の
駅
』
ら
し
く

和
や
か
な
雰
囲
気
と
し
て
、
訪
れ

る
皆
さ
ん
に
市
の
第

一
印
象
を
与

え
る
場
と
な
り
ま
す
。

駅
前
広
場
に
は
こ
の
ほ
か
、
芝

生
広
場
や
公
衆
ト
イ
レ
、
休
憩
施

設
な
ど
を
設
け
、
団
体
や
通
勤
、

観
光
な
ど
の
多
様
な
利
用
者

へ
対

応
し
た
機
能
も
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
駅
前
広
場
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｕ
Ｄ
）
を
考
慮
し
、
誘
導
サ
イ

ン
の
Ｕ
Ｄ
化
や
身
障
者
専
用
乗
降

″′,

3|
r

‖
1

|

の
設
置
、
公
衆
ト
イ
レ
に
は
多
目

的
ト
イ
ン
と
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
設

置
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

市
の
事
業
と
し
て
、
駅
前
広
場

の
北
側
に
約
６
，
５
０
０
平
方
房
、

約
１
５
０
台
規
模
の
駐
車
場
を
確

保
し
、
車
で
駅
を
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
車
な

ど
の
利
用
者
は
、
駅
前
広
場
か
ら

出
入
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
台
規
模
の
駐
輪

場
を
確
保
し
、
駅
の
利
便
性
を
高

め
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

九州新幹線船小屋駅

筑後広域公園

アクセス道路(市事業)

九州新幹線船小屋駅

層R前 広場概要図

″
駅前広場(市事業)
(交通広場 人のたまリスペース)

在来線駅移設(市事業)

駐車場(市事業)

色  』

一　
駐
車
場
。駐
輪
場

広報ちくご 平成 19年 12月号 (4)翻



円棗「公国の中の船小屋駅」ただ今進行中y
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一　
筑
後
広
域
公
園

ヽ

筑
後
市
と
み
や
ま
市
に
ま
た
が

る
筑
後
広
域
公
園
は
、
筑
後
地
域

初

の
県
営
公
園

で
、

テ
ー

マ
を

「豊
か
さ
を
体
感
で
き
る
公
園
」

と
し
て
、
県
が
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
全
体
計
画
面
積
は
大
濠
公

園
の
約
５
倍
の
広
さ
と
な
る
県
内

最
大
の
約
１
９
２
・
８
参
で
、
う

ち
６
割
が
筑
後
市
内
で
す
。
現
在

ま
で
に
体
育
館
や
多
目
的
運
動
場

な
ど
の
約
２．

．
８
惨
が
ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
ン
と
し
て
供
用
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
国
道
２
０
９
号
線
沿
い
の

整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
駅
周
辺
に
つ
い
て
も
整
備
を
行

い
ま
す
。

○
屋
内
ス
ボ
ー
ツ
エ
リ
ア

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
メ
ー
ン
施

設
と
し
て
平
成
１８
年
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
体
育
館
や
、
グ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
、
駐
車
場
、
大
型
遊
具
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

⇔

○
多
目
的
ス
ボ
ー
ツ
エ
リ
ア

本
格
的
な
練
習
や
試
合
に
も
昼

夜
対
応
し
た
多
目
的
運
動
場
は
、

広
さ
約
１
・
８
紗
で
、
天
然
芝
を

使
用
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
箸
の
フ

イ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
が
で

き
ま
す
。
ま
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

夜
間
利
用
可
能
で
、
本
格
的
な
砂

入
り
人
工
芝
舗
装
で
す
。

○
軽
ス
ボ
ー
ツ
エ
リ
ア

幅
広
く
楽
し
め
る
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
、
多
目
的
広
場
が
あ

り
、
少
年
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
は

じ
め
様
々
な
利
用
が
可
能
で
す
。

広
さ
約
３
・
６
防
で
、
少
年
野

球
は
２
面
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
で
あ

れ
ば
４
面
使
用
で
き
ま
す
。
広
場

北
側
に
は
多
自
然
型
の
水
路
が
あ

り
、
水
際
の
環
境
を
身
近
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
、

至船小屋駅

至久留米

謬研と
阻

ヽ
/ポ

“
ぅ
　^
一ヽ

注
ダ

ヽ
、

n,・

増°価
、ヽ
:ri!li:

:ザュ!主チ
。。弾∫

〉

ヽ

凡 例

口 駐車場 団 トイレ  1野 球 少年野球 題 サツカー 少年サツカー

回 多目的運動場      多目的広場   顧 バスケツトボール

困 バレーボール 醜 バドミントン 園 テニス 題 ゲートボール

ノ

J九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
は
筑
後

市
だ
け
の
駅
で
は
な
く
、
豊
富
な

観
光
資
源
を
有
す
る
柳
川
市
や
大

川
市
、
八
女
市
、
八
女
郡
な
ど
の

矢
部
川
流
域
圏
の
広
域
交
通
拠
点

と
し
て
、
来
訪
者
を
迎
え
る
新
た

な
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
向

け
、
九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
設
置

促
進
期
成
会
を
構
成
す
る
周
辺
市

町
村
を
含
め
、
九
州
新
幹
線
船
小

屋
駅
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に

さ
ら
な
る
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

筑後広域公園

スポーツゾーン概要図

色  』

一　
◆
後
の
取
り
組
み

ぬ導駁
(5)広報ちくご 平成 19年 12月号
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平
成
２０
年
度
市
県
民
税
の
税
制
改
正

卜国
の
コ
ニ
位
一
体
改
革
」
に
伴
い
、

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
平
成

・９
年
か
ら
行
わ
れ
、
平
成
２。
年
度
の

所
得
税
・
市
県
民
税
の
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
①
市

県
民
税
で
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
②
税

源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変
動
に

伴
う
経
過
措
置
③
地
震
保
険
料
控
除

の
創
設
④
老
年
者
の
非
課
税
措
置
の

廃
上
に
伴
う
経
過
措
置
の
終
了
が
主

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

市
県
民
税
で
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

所
得
税
で
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除

（住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
を
受
け
て

い
る
人
は
、
税
源
移
譲
に
よ
つ
て
所

得
税
が
減
額
し
た
こ
と
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
少
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
翌

年
度
の
市
県
民
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
【対
象
】
攻
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人
①
平
成
１１
～
１８
年
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
て
い
る
人
②
税
源
移
譲
に
よ
つ

て
所
得
税
額
が
減
少
し
た
た
め
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
所
得
税
額
よ
り

大
き
く
な
り
、
控
除
し
き
れ
な
い
額

が
発
生
し
た
人

（下
図
参
照
）

※
平
成
１９
年
以
降
に
入
居
し
、
新
た

に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人

は
、
市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
控
除
期

間
を
１０
年
ま
た
は
１５
年
を
選
択
で
き

ま
す
ｏ
（・５
年
を
選
択
し
た
場
合
は
、

控
除
率
は
下
が
り
ま
す
）

【手
続
き
】
平
成
２。
年
度
市
県
民
税

で
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
該
当
す
る

市
県
民
税
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【間
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係

（
谷
０

４
１
１
１
内
線

１
７
５
）

ヘ

②税源移譲によって所得税額が減少したため、住宅ローン控除
額が所得税額より大きくなり、控除しきれない額が発生した人
とは、次のB、 Cの人です

所得税額

所得税額
税源移譲によ

り所得税額が

減少

住宅ローン控除額

住宅日―シ控除額(所得税額(税源移議後)

納
付
税
額 所得税額より住

宅ローン控除額

が大きいため、

市県民税から

控除する分住宅ローン控除額

住宅日―ン控除額〉所得税額(税源移譲後)

住宅ローン控除額

住宅ローシ控除額〉所得税額(税源移譲後)

納
付
税
額

元来、所得税

額から控除で

きなかつた分

ケースA

税源移譲前

税源移譲後

Bケース

ケースC

所得穣か     なし凱

広革限ちくご 平成19年 12月号 (6)ぬ
窪薮



Ⅲ

場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と

は
別
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
専
用
の
申

告
書
を
、
平
成
２。
年
３
月
１７
日
鯛
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要

で
す
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
書
は
、

市
税
務
課
市
民
税
係
ま
た
は
、
確
定

申
告
会
場
に
あ
り
ま
す

税
源
移
譲
に
伴
い
、
平
成
１９
年
度

市
県
民
税

（平
成
１８
年
中
の
所
得
で

計
算
）
で
税
負
担
が
上
が
っ
た
分
は
、

平
成
１９
年
所
得
税

（平
成
１
９
年
中

の
所
得
で
計
算
）
で
税
負
担
を
下
げ
、

負
担
の
増
減
が
な
い
よ
う
調
整
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
措
置
に

よ
り
、
平
成
１９
年
中
に
退
職
や
廃
業

で
所
得
が
下
が
り
、
平
成
１９
年
分
の

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
は
、
平

成
１９
年
度
分
の
市
県
民
税

（平
成
１８

年
中
の
所
得
で
計
算
）
で
税
負
担
が

上
が
っ
た
分
を
、
平
成
１９
年
分
の
所

得
税
で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
フ」う
し
た
こ

と
か
ら
今
回
の
税
制
改
正
で
は
、
来

年
７
月
１
～
３．
日
の
間
に
、
平
成
１９

年
１
月
１
日
現
在
で
住
ん
で
い
る
市

町
村
に
「市
町
村
民
税
減
額
申
告
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
で
、
平
成
１９
年
度

の
市
県
民
税
を
税
源
移
譲
前
の
水
準

ま
で
減
額
し
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
お

知
ら
せ
し
ま
す

昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、
平
成

Ｗ
年
度
ま
で
市
県
民
税
は
非
課
税
で

し
た
。
そ
の
非
課
税
措
置
が
平
成
１８

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、
経
過
措
置
と

し
て
平
成
１８
年
度
は
本
来
の
税
額
の

３
分
の
１
、
平
成
１９
年
度
は
本
来
の

税
額
の
３
分
の
２
で
課
税
し
て
い
ま

し
た
。
平
成
２。
年
度
に
は
こ
の
経
過

措
置
が
終
了
す
る
た
め
、
本
来
の
課

税
に
戻
り
ま
す
。

City lnfomaation

G

※県民税 は 、 20 か ら

になります

)

〉

地
震
保
険
料
控

損
害
保
険
料
が
廃
止
さ
れ
、
平
成

２。
年
度
の
市
県
民
税
か
ら
地
震
保
険

料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
経
過
措
置
と
し
て
平
成
１８
年
１２
月

３．
日
以
前
に
加
入
し
て
い
る
長
期
損

害
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
損

害
保
険
料
控
除

（上
限
１
万
円
）
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
所
得
税

地
震
保
険
料
控
除
額
Ｈ
支
払
っ
た
地

震
保
険
料
の
金
額
（限
度
額
は
５
万
円
）

●
市
県
民
税

地
震
保
険
料
控
除
額
＝
支
払
っ
た
地

震
保
険
料
×
２
分
の
１
（限
度
額
は

２
万
５
，
０
０
０
円
）

さ腸)

■

①o②のいずれか少ない金額

①平成19年分所得税の住
宅ローン控除額

②税源移譲前の税率で算出

した平成 19年分の所得税

額 (住宅ローン控除適用前)

′′′′

β一

税源移譲後の税率で算出し

た所得税額

(住宅ローン控除適用前)

饒 回

市県民税の住宅ローン控除を受けるためには、所得税

の住宅ローン控除とは別の「市県民税の住宅ローン控除

専用の申告書」の提出が必要です。

※申告書は、住宅ローン控除の適用を受けようとする年

ごとに提出が必要です

人ヽ

所得税の確定申告をする人 (年末調整済で給与所得のみ

提出する
もの

申告書の

提出場所
確定申告をした申告会場
※市町村への提出は不要

1涯

魔咽亀≒是嘉号辱癌場

提出期間 平成 20年 3月 17日 まで

申告の方濠

市民税 県民税

所得割 均等割 所得割
年度

均等割

※

1,000円
算出所得割

全額課税
平成 20年度 3,000円

算出所得割

全額課税

算出所得割

2/3課税
平成 19年度 2,000円

算出所得割

2/8課税
600円

1,OOO円
算出所得割

1/3課税
300円

算出所得割

1/3課税
平成 18年度

円」上乗せされ、

ぬ聾盈
(7) 広辛限ちくご 平成 19年 12月号



がn撤前蝕
ポー

バ は
レつ

Iら

Iマ
ル マ

さ
ん

‖

市
や
県
な
ど
で
は
元
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
出
場
選
手
な
ど
の
ド
リ
ー
ム
テ
ー

ム
を
招
き
、
「宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ｈ
ち
く
ご
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ド
リ
ー
ム

テ
ー
ム
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
、
市
選

抜
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
の
ほ
か
、

観
覧
者
に
サ
イ
ン
入
リ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
当
た
る
ド
リ
ー
ム
拍
せ
ん
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
め
っ
た
に
な
い
こ
の
機
会
、
会

場
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
観
覧
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
サ
ン
コ
ア
、
サ
ザ
ン
ク
ス

筑
後
、
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
窓
ケ
原
体
育
館
、
県
営
筑
後

広
域
公
園
体
育
館
で
配
布
し
ま
す

【と
き
・
内
容
】
▼
１
月
１９
日
①
午

後
２
時
～
＝
ド
リ
ー
ム
テ
ー
ム
に
よ

る
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼
２。
日
ｍ
午

前
９
時
半
～
＝
同
チ
ー
ム
に
よ
る
教

室
▼
２。
日
①
正
午
～
＝
ド
リ
ー
ム
拍

選
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
レ
ン
ド

リ
ー
マ
ッ
チ

（親
善
試
合
）

【と
こ
ろ
】
県
営
筑
後
広
域
公
園
体

育
館
【参
加
ラ
定
選
手

（敬
称
略
、
順
不

同
と

河
西
昌
枝
、
大
古
誠
司
、
江

上
由
美
、
岩
島
章
博
、
大
谷
佐
知
子
、

中
田
久
美
、
椿
本
真
恵
、
高
橋
有
紀

子
、
藤
田
幸
子
、
ヨ
ー
ヨ
ゼ
ッ
タ
ー

ラ
ン
ド
、
吉
原
知
子
、
福
田
記
代
子

【問
合
せ
】
市
社
会
教
育
課
文
化
ス

ポ
ー
ツ
係

（
盆
０
４
１
１
１
内
線

４
３
５
）
ヘ

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
長
年

に
わ
た
り
筑
後
市
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
で
指
導
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ

井
上
和
明
さ
ん

（常
用
、
５．
歳
）
と

尋
木
栄
次
さ
ん
（津
島
東
、
５２
歳
）
が
、

県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
県
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
が
１０
月
１４
日
に

前
原
市
で
開
催
し
た

「第
４．
回
福
岡

県
子
ど
も
の
集
い
」
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
井
上
さ
ん
、
尋
木
さ
ん
を
含

め
県
内
か
ら
６
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。井
上
さ
ん
と
尋
木
さ
ん
は
、
置
羽
盗

地
区
子
ど
も
会
役
員
を
務
め

た
あ
と
、
同
協
議
会
役
員
と

し
て
子
ど
も
会
活
動
の
充
実

に
貢
献
。
市
内
の
子
ど
も
会

が
一
同
に
行
う
「ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

や

「陸
上
。
綱
引
き
大
会
」、

「映
画
会
・
バ
ザ
ー
」、
「新
年

カ
ル
タ
大
会
」
な
ど
の
企
画
・

運
営
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

多
く
の
人
か
ら
厚
い
信
頼
を

集
め
て
い
ま
す
。

受
賞
に
あ
た
つ
て
井
上
さ

裾
ｍ

ん
は

「子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
決
し
て
良
好
と
は
い
え
な
い
現

状
で
す
。
た
だ
地
道
な
活
動
を
行
う

こ
と
で
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
で

こ
こ
ま
で
が
ん
ば

っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
」、
尋
木
さ
ん
は

「子
ど
も
会
内

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
年
齢
層

を
問
わ
ず
、　
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の

活
性
化
と
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

▲橋本真恵さん

▲高橋有紀子さん

▲藤田幸子さん

▲吉原知子さん

▲福田記代子さん

▲ヨーヨゼッターランドさん

▲河西昌枝さん

▲大古誠司さん

▲江上由美さん

▲岩島章博さん

▲大谷佐知子さん

▲中国久美さん

ボつ

ｈ
ち
く
ご

井
上
和
明
さ
ん
、
尋
木
栄
次
さ

ん
を
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

が
表
彰

守

宝 く じは
豊かさ策く
チカラ持ち。

広報ちくご 平成19年 12月号 (3)ぬ
導駿

さん



1 1ti

講
―
httm皿。n

υ

‐２
月
は
固
定
資
産
税
の、

納
付
月
で
す

　

〈

れ

・２
月
２２
日
の
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で

の
公
演
を
控
え
、
け
い
古
に
汗
を
流

す

「Ｃ
・
Ｍ
・
Ｃ
筑
後
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
エ
ー
ル
を
送
ろ

う
と
、
１．
月
１４
日
、
桑
野
照
史
市
長

が
同
劇
団
を
訪
間
。
「今
回
の
公
演

を
成
功
さ
せ
て
、
大
い
な
る
感
動
や

感
激
を
観
客
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」

と
応
援
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

市
民
を
は
じ
め
、
筑
後
地
区
の
有

志
で
結
成
し
た
同
劇
団
は
、
①
筑
後

市
文
化
振
興
公
社
が
開
い
た

「市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
」
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
現
在
、
１０
～
７。
歳
の
約
７。

人
の
団
員
が
入
団
し
て
い
ま
す
。
こ

の
劇
団
が
演
じ
る

「彼
方
へ
、
流
れ

の
彼
方
へ
」
は
、
「矢
部
川
」
を
舞

台
に
久
留
米
藩
と
柳
川
藩
と
の
対
決

と
武
家
社
会
に
生
き
る
武
士
た
ち
の

か

っ
と
う

心
の
葛
藤
を
描
い
た
作
品
で
、
こ
れ

ま
で
の
公
演
で
多
く
の
人
を
魅
了
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
本
場
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
ー
の
関
係
者
か
ら
も

「筑
後
地

方
の
郷
上
の
雰
囲
気
が
脚
本
に
う
ま

く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
絶
賛
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

同
劇
団
代
表
。
阪
本
あ
き
子
さ
ん

は
、
「今
回
の
舞
台
は
小
ホ
ー
ル
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
舞
台
と
観
客
の

距
離
が
近
づ
く
分
、
臨
場
感
の
あ
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
舞
台
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
『彼
方
へ
、
流
れ

の
彼
方
へ
』
も
大
き
く
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
な
が
ら
、
以
前
の
舞
台
を
見
た

人
も
十
分
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

※
公
演
の
内
容
は
Ｖ
ペ
ー
ジ
の

「ま

く
あ
い
（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
産

を

参
照
し
て
く
だ
さ
い

・２
月
２５
日
欲
は
、
固
定
資
産
税
第

３
期
の
納
税
期
限
で
す
。
４
月
に
届

い
た
納
税
通
知
書
を
持
っ
て
、
期
限

内
に
各
金
融
機
関
や
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
、
郵
便
局
な
ど
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

※
納
税
通
知
書
は
、
切
り
離
さ
ず
に

各
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、納
税
通
知
書
を
な
く
し
た
人
は
、

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
を
壊
し
た
人
は

届
け
出
を

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
や

建
物
、
償
却
資
産
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
人
に
は
、
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
平
成
１９
年
中
に
建
物
を

取
り
壊
し
た
り
、
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
を
売
り
買
い
し
た
り
し
た
場

合
、
市
へ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
引

き
続
き
所
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て

課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
届
け
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、

・２
月
２５
日
欲
ま
で
に
税
務
課
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

土
地

土
地
の
固
定
資
産
税
額
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
利
用
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
以
前
住
宅
用

敷
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
土
地

を
、
現
在
店
舗
や
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
平
成
１９
年

中
に
土
地
の
利
用
状
況
や
利
用
目
的

を
変
更
し
た
場
合
は
、
平
成
２。
年
度

の
土
地
評
価
額
や
固
定
資
産
税
額
に

影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
利
用
状
況
な
ど
を
変
更
し

た
ら
、
す
ぐ
に
税
務
課
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

税

務

課

固
定

資

産

税

係

（
盆
〇

４
１
１
１
内
線

１
７
３
）

ヘ
一一一一
・一ヽ
Ｉ
一一一一一一江

む

ぬ導薮
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市
職
員
募
集

Ciけ InfO・ 11lation

戦

新
鮮
力
、市

で
は
、
職
員

（市
立
病
院
薬
剤

師
）
を
募
集
し
ま
す
。

や
る
気
の
あ
る
あ
な
た
、
「市
民

が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て

安
全
安
心
な
医
療
体
制
の
充
実
に
一

緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

採
用
試
験

【と
き
】
来
年
１
月
１９
日
仕

【と
こ
ろ
】
市
役
所
東
庁
合
３
階

３
０
１
会
議
室

申

込
み

市
長
公
室
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

は

要
事
項
を
書
き
、
写
真
を
貼
る
な
ど

し
て
・２
月
３
日
⑪
～
２。
日
い
の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時

（土
。
日
曜
日

〓
丁
社
猟
，・！．ヽ
工一≡
≡

は
除
く
）
に
同
室
へ
。
郵
送
の
場
合

は
、
・２
月
２。
日
弥
ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
同
室
窓
回
、
郵
送
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ｒ
ｄ
導
ｒａＪ
ｇど
Ｆ

α
Ｆ
の〓
府
Ｅ
∞
ｏ
・會
″
α
ｏ
肝
ュ
も
し
　
か

ら
入
手
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
電
子

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん※
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な
い
人
も

受
験
で
き
ま
す
盆

定
の
条
件
付
き
）

問
合

せ

同
室
人
事
係

（〒
８３３
‐
８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉
金
⑩
４
１
１
１
内
線

１
４
３
）
ヘ

薬剤師 1人

昭和 50年 4月 2日以降に生ま
れた人で、薬剤師の免許を取得

しているか、来春免許取得見込

みの人

※申込み時に免許証の写し、卒

業見込み証明書などを付けてく

ださい

雑
車
が

取
り
持
っ
た
縁

暑
さ
が
厳
し
か
っ
た
昨
年
の
夏
、
か
ん
き
ょ
う
課
に
一本
の
電
話
の
音
が

鳴
り
響
い
た
。

「隣
の
空
地
の
雑
車
が
伸
び
て
困
っ
て
い
る
の
で
す
が
。」

雑
草
の
苦
情
だ
。
申
立
人
の
Ｈ
さ
ん
に
よ
れ
ば
雑
草
が
２
房
く
ら
い
伸
び

て
い
て
、
虫
が
大
量
発
生
し
た
り
、
蜂
が
巣
を
作
っ
た
り
、
雑
草
で
土
地
が

覆
わ
れ
て
い
る
の
で
ご
み
を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
し
な
い
か
心
配
だ
と
ｒ
孔

Ｈ
さ
ん
は
土
地
の
所
有
者
を
知
ら
な
い
と
の
こ
と
。
土
地
管
理
は
所
有
者

の
義
務
な
の
で
、
市
が
刈
り
取
る
こ
と
は
で
き
な
唸

あ
く
ま
で
も
申
立
人

と
持
ち
主
（原
因
者
）
と
の
間
で
の
問
題
で
あ
る
。

市
で
は
、
申
立
人
が
土
地
の
所
有
者
を
知
ら
な
い
場
合
は
、
初
回
の
み

現
場
を
確
認
し
所
有
者
を
調
査
す
る
。
そ
の
後
、
お
互
い
の
連
絡
先
を
双

方
に
伝
え
る
な
ど
し
、
直
接
解
決
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
電

話
を
切
っ
て
現
地
に
直
行
す
る
と
、
確
か
に
雑
草
が
背
丈
以
上
は
伸
び
て
い

る
。
苦
情
を
言
い
た
く
な
る
の
も
分
か
る
。
市
役
所
に
戻
り
、
土
地
の
所
有

者
を
調
べ
る
と
、
一人
暮
ら
し
の
Ｉ
さ
ん
が
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
、
連
絡
を
と
っ
た
。
「Ｉ
さ
ん
で
す
か
。
Ｉ
さ
ん
の
土
地
に
雑
草
が

伸
び
て
い
る
と
、
近
所
の
方
か
ら
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
よ
。」 「苦情現場日誌」では、実際に寄せ

られた公害苦情についく 発生から対
応、解決までをフィクションを交えて紹
介します

◆
淋
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、
一

言
葉
は
差
別
の
武
器
に
も
な

日
常
生
活
の
中
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
的
な
言
葉
を
見
聞
き
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
て
間
い
て
い

る
と
、
身
近
な
生
活
の
中
で
意
外
な

ほ
ど

「差
別
的
な
言
葉
」
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ぞ
れ

の
感
じ
方
は

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
や
人
権
感
覚
」
に
か
か
わ
る
こ

と
で
す
が
、
こ
の
機
会
に

「言
葉
と

人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
家
庭
で
子
ど
も
が
親
か

ら
事
あ
る
ご
と
に
小
言
を
言
わ
れ

る
、
兄
弟
と
比
較
さ
れ
て
冷
た
く
さ

れ
る
、
時
に
は
暴
力
を
受
け
る
、
そ

ん
な
日
々
が
続
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
家
庭
に
安
心
で
き
る
居
場
所

が
な
く
、
自
宅
に
帰
る
の
も
つ
ら
く

な
り
ま
す
。
「
い
や
な
言
葉
」
は
子

ど
も
か
ら
家
庭
を
奪
い
ま
す
。

職
場
で
、
同
僚
か
ら
お
荷
物
扱
い

さ
れ
る
、
上
司
か
ら
罵
倒
さ
れ
る
、

そ
ん
な
日
々
が
続
い
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。
出
勤
す
る
の
が
つ
ら
く
な

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（意
欲
）
も

当
然
下
が
り
ま
す
。

こ
の
例
で
も
わ
か
る
と
お
り
、

言
っ
た
ら
い
け
な
い
言
葉
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
尊
心
を
傷
つ

け
る
言
葉
で
す
。
人
か
ら
さ
げ
す
ま

れ
た
り
、
見
下
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
疎
外
さ
れ
差
別
を

受
け
た
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
自
体
に
差
別

性
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

が
自
分
の
意
思
や
感
情
を
表
す
言
葉

と
し
て
使
う
場
合
、
言
葉
は

「
い
の

ち
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
言
葉
が
、
相
手
の
人
に
限

り
な
い
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
人
権
を
踏
み
に
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
差
別
を

作
り
出
す
根
源
は
、
言
葉
そ
の
も
の

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
を

使
う
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
や
人
間
性
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
日
常
生
活
で
、
言
葉
づ

か
い
に
心
配
り
と
細
心
の
注
意
を
払

う
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
前
に

「人
権
と
は
何
か
」
を
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

言
葉
の
持
つ
意
味
を
正
し
く
理
解

し
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
れ

ば
、
言
葉
が
差
別
の
武
器
に
な
る
こ

と
は
な
く
、
言
葉
は
真
心
の
表
現
と

な
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
何
気
な
い
日
常
の
会
話

や
行
動
で
、
人
の
心
を
傷
つ
け
、
人

の
権
利
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
な
い

か
、
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。 〕

〉

今
月
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の

「言
葉
と
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

【問
合
せ
】
人
権
・
同
和
教
育
課
人
権
・
同
和
教
育
係

（盆
⑬
４
１
１
１
内
線
４
４
１
）
ヘ 一

シ
リ
ー
ズ

い
ま
、
人
権

・
同
和
教
育
は

ひ

「あ
～
。
急
に
入
院
し
た
か
ら
別
の
も
ん
に
管
理
を
任
せ
る
こ
と
も
で
き

ん
か
っ
た
。
申
し
訳
な
か
っ
た
の
。
じ
ゃ
け
ど
、
苦
情
を
言
っ
て
き
た
の
は
Ｈ

さ
ん
じ
ゃ
ろ
？
」

「ご
近
所
の
方
か
ら
で
す
よ
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
具
体
的
な
個
人
名

は
明
か
せ
ま
せ
ん
。」
そ
れ
で
も
Ｉ
さ
ん
は
続
け
る
。
「隠
そ
う
と
思
っ
て
も

無
駄
ば
唸

誰
が
遠
く
の
雑
草
で
文
句
ば
言
お
う
か
）
あ
の
土
地
の
近
く
に

は
Ｈ
の
家
し
か
な
か
ろ
う
も
ん
。
Ｈ
は
数
年
前
も
直
接
文
句
ば
言
わ
ず
区

長
に
言
わ
せ
よ
っ
た
ば
咤

全
く
、
入
院
中
で
も
郵
便
物
く
ら
い
は
届
け
て

も
ら
つ
と
っ
た
か
ら
置
き
手
紙
で
も
置
い
と
き
ゃ
、
す
ぐ
に
で
も
草
を
刈
っ
て
、

悪
か
っ
た
と
謝
っ
た
と
に
、
何
で
市
役
所
に
言
い
よ
っ
と
か
？
人
の
恥
を
平
気

で
他
人
に
言
え
る
神
経
が
分
か
ら
ん
。
車
は
刈
る
ば
っ
て
ん
、
直
接
言
わ
ん

で
人
に
言
わ
せ
る
卑
怯
も
ん
は
許
せ
ん
。」
と
、興
奮
気
味
に
電
話
を
切
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｈ
さ
ん
に
電
話
を
入
れ
、
Ｉ
さ
ん
と
の
や
り
と
り
の
主
旨
を
報

告
し
た
。
す
る
と
Ｈ
さ
ん
は
観
念
し
た
よ
う
な
声
で
答
え
た
。
「実
は
、
Ｉ

さ
ん
の
土
地
と
ｒ
つ
こ
と
を
知
っ
て
ま
し
た
。
直
接
言
う
と
角
が
立
つ
と
思
っ

て
嘘
を
つ
き
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。」

こ
の
や
り
と
り
に
あ
る
よ
う
に
、
市
か
ら
申
立
人
の
名
前
を
言
う
こ
と
は

な
唸

し
か
し
、
苦
情
現
場
状
況
か
ら
原
因
者
に
申
立
人
を
推
定
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
く
な
く
、
Ｈ
さ
ん
の
よ
う
に
直
接
言
え
ば
い
い
の
に
と
苦
情
主
の

怒
り
が
増
大
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
咤

余
計
に
角
が
立
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

Ｉ
さ
ん
と
電
話
し
た
数
日
後
、
別
の
用
事
の
帰
り
道
に
苦
情
現
場
を
見
る

と
、
雑
草
が
き
れ
い
に
刈
ら
れ
て
い
た
。
代
わ
り
に
Ｉ
さ
ん
の
心
に
恨
み
の

種
が
蒔
か
れ
た
か
と
思
う
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

１
年
後
、
Ｈ
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
今
年
も
Ｉ
さ
ん
が
入
院
し
た
た

め
草
が
伸
び
て
き
た
の
で
、
Ｈ
さ
ん
が
Ｉ
さ
ん
に
置
き
手
紙
を
し
た
と
こ
ろ
、

あ

い
さ

つ

Ｉ
さ
ん
は
す
ぐ
に
草
を
刈
り
、
退
院
し
た
ら
す
ぐ
Ｈ
さ
ん
に
挨
拶
に
来
て
管

わ

理
が
行
き
届
か
な
く
て
悪
か
っ
た
な
と
お
詫
び
に
来
た
と
の
こ
と
。
Ｈ
さ
ん

も
こ
れ
ま
で
区
長
や
市
に
言
っ
た
た
め
騒
ぎ
を
大
き
く
し
た
こ
と
を
謝
っ
た

と
こ
ろ
、
Ｈ
さ
ん
と
Ｉ
さ
ん
は
仲
直
り
し
、
お
互
い
の
家
を
行
き
来
す
る
仲

に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
雑
草
が
伸
び
て
も
気
軽
に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
ｒ
つ
内
容
だ
っ
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
夏
空
の
よ
う
に
晴
れ
や
か
な
気
分
に
な
っ
た
電
話
だ
っ
た
。

【問
合
せ
】
か
ん
き
ょ
う
課
生
活
か
ん
き
ょ
う
係
（盆
⑩
４
１
１
１
内
線

３
７
１
）
ヘ

才

ぬ導象
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税
に
関
す
る
作
文
と
ポ
ス
タ
ー

City lnformation

多
数
の
応
募
の
中
か
ら

‐６
人
が
受
貰

「税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
」
と

「中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
の
受
賞
者
が
１１
月
２．

日
に
決
ま
り
、　
税
に
関
す
る
高
校

生
の
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
八
女
高
校
古

賀
夏
美
さ
ん
の

「税
で
つ
な
ぐ
み
ん

な
の
笑
顔
」
が
福
岡
県
租
税
教
育
推

進
協
議
会
優
秀
賞
、
同
会
特
選
に
入

女
工
業
高
校
の
竹
ノ
内
優
斗
さ
ん

の

「税
金
は
明
日
へ
の
一扉
を
開
く
カ

ギ
」、同
校
の
大
橋
絵
里
さ
ん
の

「み

ん
な
の
税
に
あ
り
が
と
う
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
税
に
対

す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

（桑
野
照

史
会
長
）
な
ど
が
行
っ
た
も
の
で
、

市
内
か
ら
は

「税
に
関
す
る
高
校
生

の
作
文
」
に
２
８
６
人
、
「同
ポ
ス

タ
ー
」
に
１
１
０
人
、
「中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
６
７
７
人

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
茨

の
と
お
り
で
す
。
（敬
称
略
）

◆
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
の
部

【筑
後
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞
】
「支
え
る
も
の
」
東
あ
紀
子
（八

女
高
）
【八
女
税
務
署
長
賞
】
「私
が

暮
ら
す
、国
だ
か
ら
」
友
清
佳
奈
（八

女
高
×
八
女
税
務
署
長
特
別
賞
】
税

と
向
き
合
う
た
め
に
」
石
崎
里
沙
（八

女
高
）、
「税
を
学
び
考
え
る
こ
と
」

樋
口
直
哉

（八
女
工
業
高
）
【福
岡

県
筑
後
県
税
事
務
所
長
賞
】
「我
等

の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
七
二
小
田
理
恵
（八

女
高
）

◆
税
に
関
す
る
高
校
生
の
ポ
ス
タ
ー

の
部

【八
女
税
務
署
長
賞
】
「み
ん
な
の
未

来

大
切
な
税
」
小
川
菜
摘

（八
女

高
）、
「幸
せ
は
ぐ
く
む
あ
な
た
の
税
」

梅
崎
龍
典

（八
女
工
業
高
）

◆
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
の

部【筑
後
市
長
賞
】
「私
に
と
つ
て
の

税
」
ア
ナ
オ
ロ
ス
コ
（筑
後
中
）
【筑

後
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】
「わ

た
し
た
ち
と
税
金
」
野
口
友
紀

（筑

後
北
中
）
【福
岡
県
筑
後
県
税
事
務

所
長
賞
】
「税
に
つ
い
て
」
田
中
萌

（羽
犬
塚
中
）
【八
女
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
】
「日
常
の
生
活
と

税
金
の
関
わ
り
」
住
浦
綾
香

（羽
犬

塚
中
）
【八
女
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
優
秀
賞
】
「協
力
し
て
創
る
社
会
」

山
田
花
子

（筑
後
中
）、
「税
の
大
切

さ
」
森
詩
晴

（筑
後
北
中
）

▲古賀夏美さん

▲竹ノ内優斗さん

▲大橋絵里さん

今
回
は
、
病
院
の
患
者
さ
ん
か
ら
病
院
の
提
案
箱
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意

見
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

提
案
箱
は
病
院
の
１
階
の
玄
関
ホ
ー
ル
と
３
階
と
４
階
の
患
者
食
堂
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
毎
日
回
収
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
要
望
の
多
く
は
１
階
か
ら
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
提
案
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
を
項
目
ご
と
に
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

分
類
し
て
み
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
は
、
平
成
１８
年
１０
月
か
ら
平
成
１９
年
９
月
ま
で
の
１
年
間
分
を

集
計
し
た
も
の
で
す
。
総
件
数
は
８．
件
。
う
ち
苦
情
等
で
多
か
っ
た
も
の

は
①
待
ち
時
間
２２
作
、
②
接
遇
・
マ
ナ
１
１３
作
、
③
施
設
整
備
Ｈ
件
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
が
６
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
①
の

「待
ち
時
間
」
は
、
薬
の
受
け
取
り
や
外
来
診
察
で
の
待
ち
時
間
が
長
い

と
い
っ
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
②
の

「接
遇
。
マ
ナ
ー
」

は
職
員
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
応
対
で
の
不
満
が
主
で
す
。
③
の

「施
設

整
備
」
で
は
既
存
設
備
の
改
善
や
駐
車
場
の
料
金
が
高
い
の
で
は
と
の
意

見
な
ど
で
し
た
。

一
方
、
提
案
箱
の
中
に
は
苦
情
ば
か
り
で
な
く
お
礼
や
感
謝
の
言
葉
も

あ
り
、
年
間
で
１０
件

（１２
で
）
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
は
、
医
療
従

市立病院の疑問や課題について、
さまざまな角度から紹介します

億
ヽ 攀

盗
■
■

導

「

●

策

　

　

鶴

・ 一

”

、
　

電
▼孝
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年末 。年始の業務

City lnfo.11lation

※市立病院の小児科は 12月 30日 (日 )と 1月 2日 lアk)のみ受け付けます

※Oは通常どおり、×は休みます

◆

|'

i)

)

4日 (金 )30日 (日 ) 31日 (月 ) 1日 (視 ) 2日 (水 ) 3日 (木 )29日 (土 )

× × × × ○× ×市役所各課窓口

× X × ○× × Xサンコア

○
(17:00ま で)

× × × × ××中央公民館図書室

燃やすごみの収集 (かんきょう課 )
× × × ○× × ○

燃えないごみ・粗大ごみ搬入証明交付

× ○× × ○ × ×八女西部クリーンセンター (8:30～ 16:30)

× ○X ○ × X×八女西部 リサイクルプラザ (8:30～ 16:30)

×× × × ×× ×犬・描の引き取 り (月 。木曜日のみ、かんきょう課 )

× X X ○× × ×し尿 くみ取 り (20日 休)ま でに指定業者に要予約 )

× × ○× × × ×市立病院※緊急の場合は随時受け付けます

× × ○× × × ×サザンクス筑後

× ○× × × ××総合福祉センター

○× × × X× ×おひさまハウス (子育て支援センター)

× × × ○× × ×水田コミュニティセンター

X × × ○× × ×窓ケ原体育館

× × ○× × × ×郷土資料館

× ○× × X × ×市民の森公園テニスコー ト

○× × × × ××小 。中学校体育館

ど

ヽ
プ

事
者
に
と
っ
て
は
何
よ
り
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
仕
事
の

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
特
効

薬
で
す
。

提
案
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
事

務
局
長
に
渡
し
、
そ
の
後
、

管
理
職
全
員

（９
人
）
に
回

覧
を
し
て
内
容
を
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

迅
速
に
処
理
す
る
必
要
が
あ

提案箱の件数 附aЮ _Hlα 9
日件数

21

1011

25

20

15

10

5

0
0

お
礼
感
謝

そ
の
他

給
食

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト

施
設
整
備マ

ナ
ー

る
も
の
は
、
直
接
に
関
係
す
る
部
署
に
連
絡
を
し
、
直
ち
に
ご
意
見
に
対

応
す
る
仕
組
み
に
し
て
い
ま
す
。

処
理
が
終
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
院
の
接
遇
。
苦
情
処
理
委
員

会
に
回
し
、
委
員
会
の
中
で
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
更
に
検
討
し
て
職

員
に
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
医
局
、
看
護
部
、
診
療
技
術
部
、
事
務
部
の
代
表
者

・９
人
で
構
成
し
、
毎
月
患
者
さ
ん
か
ら
の
苦
情
以
外
に
も
職
員
間
で
問
題

点
が
あ
れ
ば
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議
、
発
表
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

を
年
間
３
～
４
回
、
全
職
員
参
加
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
に
よ
り
病
院
に
対
す
る
苦
情
は
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。
苦
情
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、
し
つ
か
り
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
は
病
院
職
員
へ
の
励
ま
し
と
心
得
て
い
ま
す
の

で
、
病
院
を
利
用
さ
れ
た
と
き
に
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

遠
慮
な
く
お
書
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
案
箱
以
外
で
も
、
市
立
病
院
に
対
し
て

「こ
れ
は
、
こ
う
し

た
が
よ
い
の
で
は
」
と
か
、
コ
≡
」は
、
何
か
検
討
を
し
て
欲
し
い
」
な

ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、病
院
職
員
の
だ
れ
に
で
も
結
構
で
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
病
院

の
質
を
さ
ら
に
上
げ
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
な
お
一
層
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

【間
合
せ
】
筑
後
市
立
病
院
総
務
課

（盆
⑬
７
５
１
１
）
へ

サ

麗霞薮
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みなさんのページ

散 歩 道
4｀

与 リォさん (15蔵、鶴田)
野聞)(14歳、INさ んsILW A千夜さん (15歳、下富

久)

万
華
鏡
で
見
る
ク
リ
ス
マ
ス

井
口
健
三
郎
さ
ん

（野
町
、８４
歳
）

戦
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
何
も
な
か

っ
た
。
旧
台
北
の
街
頭
で
見
た
救
世

軍
と
慈
善
鍋
し
か
思
い
浮
か
ば
な

い
。
敵
性
音
楽
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
は

間
い
た
こ
と
が
な
い
。

一
転
し
て
、
今
は
ツ
リ
ー
・
ケ
ー

キ
ｏジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
３
点
セ
ッ
ト
。

今
時
の
子
ど
も
は
サ
ン
タ
を
信
じ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
。
本
場
の
教
会

で
は
キ
リ
ス
ト
降
誕
を
祝
っ
て
、
賛

け

い
け
ん

美
歌
と
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
る
。
ニ

ユ
ー
ヨ
ー
ク

・
ロ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ツ
リ
ー
点
灯
式
は
世
界
的

な
行
事
。
大
観
衆
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
ビ
ル
の
谷
間
に
こ
だ
ま
す
る
。

き
ら
め
く
光
の
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

だ
。
気
が
つ
け
ば
色
と
り
ど
り
の
電

飾
が
あ
ち
こ
ち
で
点
滅
し
始
め
て
い

る
。
ケ
ー
キ
屋
の
店
頭
に
早
々
と
割

引
予
約
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
つ
く
。

幼
子
を
持
つ
親
は
大
変
だ
。
食
べ
て

飲
ん
で
、
歌
っ
て
踊
る
。

ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
で
貧
し
か

っ
た
日
本
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
陽
気
な

面
ば
か
り
を
真
似
て
き
た
。
生
活
水

準
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
デ
イ
ナ
ー
も
派
手
に
な
っ

た
。
繁
華
街
の
巨
大
な
ツ
リ
ー
も
オ

ブ
ジ
ェ
化
さ
れ
て
贅
の
限
り
を
尽
く

す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
個
人
の
住
宅
ま

で
電
飾
で
覆
っ
て
満
艦
飾
そ
の
も

の
。
冬
の
夜
の
光
の
温
も
り
は
、
冷

い
や

え
た
身
体
を
癒
し
て
く
れ
る
。
や
り

過
ぎ
と
責
め
る
訳
に
も
行
く
ま
い
。

ホ
フ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
言

葉
は
死
語
化
し
て
雪
が
降
ら
な
い
。

ク
ロ
ス
ビ
ー
の
名
曲
も
天
を
仰
い
で

嘆
く
ば
か
り
。
外
国
の
子
ど
も
た
ち

が
家
々
を
回
り
、
玄
関
先
で
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
う
の
は
聖
夜
ら

し
く
て
い
い
。
騒
ぎ
方
は
ど
ち
ら
に

軍
配
が
上
が
っ
て
も
、
平
和
を
楽
し

む
心
は
同
じ
と
い
う
こ
と
か
。

ま
ず
ま
ず
の
健
康
に
感
謝

し
て

江
口
千
代
香
さ
ん

（江
口
、６５
歳
）

人

間

、

生

き

て

い
る
な

ら
健

康

が

一
番

だ
。

し
か

し
、

私

は
今

の
と

こ

ろ
体

重

が
重

い
た

め

か
足

の
ひ
ざ

が

駄

目

で
あ

る
。

「
体

重

を

減

ら

さ

な

い
と
、

ダ

ル

マ
さ

ん

の
よ
う

に
な

る

よ
」

と
医
者

は
言

う

け

ど
、

意

思

が

弱

く

て
お

い
し

い
物

、
好

き
な
物

を

「
ま

っ
、

い

い
か

」

と

思

い
な

が

ら

口

に

し

て
し
ま

う
。

孫

た

ち

が

で
き

て
、
仕
事
の
一
線
を
引
い
て
か
ら
な

お
加
速
し
つ
つ
あ
る
。
今
で
は
頭
を

使
う
こ
と
も
身
体
を
動
か
す
こ
と
も

な
く
、　
一
生
こ
の
ま
ま
か
な
あ
、
何

か
始
め
な
く
ち
や
と
思
い
つ
つ
今
に

至
っ
て
い
る
。

健
康
の
た
め
で
は
な
い
け
れ
ど
、

二
十
数
年
来
の
園
芸
は
続
け
て
い

る
。
昔
の
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
本

当
に
よ
く
咲
い
て
く
れ
た
な
あ
と
思

い
返
し
て
い
る
。
今
年
の
様
に
暑
い

と
何
本
か
は
水
不
足
や
虫
、
病
気
に

や
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
、
新

品
種
を
買
う
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
。
主
人

は

「売
る
く
ら
い
に
な
さ
ん
か
」
と

言
う
け
れ
ど
、
花
屋
さ
ん
も
生
活
し

て
い
か
な
く
ち
ゃ
と
考
え
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

以
前
は
台
風
が
く
る
前
は
、
家
を

用
心
し
た
り
、
花
物
を
し
ま
つ
た
り

す
る
の
に
骨
折
っ
た
り
神
経
を
使
っ

た
り
し
た
。
し
か
し
、
今
は
鉢
花
も

大
事
だ
が
足
が
も
っ
と
大
事
だ
。
足

が
動
け
る
間
に
旅
行
や
買
い
物
を
楽

し
み
た
い
け
ど
、
早
め
に
貰
っ
た
年

金
と
小
遣
い
で
は
心
細
い
。
年
は
取

り
た
く
な
い
が
、
個
人
年
金
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
何
か
先
急
ぎ
す
る

よ
う
だ
が
兄
二
人
が
亡
く
な
り
心
細

く
な
つ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
若
い
と
き

は
死
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
つ

た
け
ど
。

自
分
の
役
目
を
果
た
し
な
が
ら
、

や

趣
味
や
痩
せ
る
こ
と
を
目
標
に
毎
日

楽

し
く

や

っ
て

い
き

た

い
と

思

っ
て

い
る
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

秋
桜
さ
ん

（上
町
、
３０
歳
）

み
な

さ
ん

は
、
毎

日

チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト

や
ジ

ュ
ニ
ア

シ
ー

ト
を
着

用

稲ルてみませんか
エツセイやイラストなどあなたの作品を募集しています。掲載された人には図書カード
を贈呈します。
※グループの紹介や会員募集も受け付けています。
【応募方法】>エ ッセイなど400字程度にまとめ、題名を付けてくださいレイラスト:は
がきまたははがき大の無地の紙に濃い色のベンや鉛筆で書いてください>会員募集など :

グループの活動状況と募集内容を書いてください
※ベンネーム (5字程度まで)でも受け付けますが、必ず住所・氏名・年齢・電話番号を
書いてください。未発表のものに限ります
【あて先】筑後市役所まちづくり課「散歩道J係 (〒 833-8601く住所不要〉金
53-4111 回田52-5928国圃machidukun@city.chikugO.Ig.jp)ヘ

広幸属ちくご 平成 19年 12月号 (14)ぬ
饉薮
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先輩 (l反 )さ ん
(15歳、熊野)犬日記さん ( 13 歳、熊野 )

、お,

糸山紗世さん (1
2歳、赤坂)

野田裕太さん (15歳、井田下)

柏木那伽さん ( 15歳、赤坂)

古賀海斗さん
(9歳、新溝)

久富香さん 1歳、寛元寺)

%
に

し
て
い
ま
す
か
。
最
近
は
着
用
し
て

い
る
人
の
ほ
う
が
少
な
い
よ
う
で

す
。先
日
は
、
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
た

ま
ま
運
転
し
て
い
る
光
景
を
目
に
し

て
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
な
ど
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
車

に
乗
っ
て
い
る
子
ど
も
を
見
る
と
恐

ろ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
も
し
も

の
時
に
命
を
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な

も
の
な
の
に
、
軽
視
さ
れ
て
い
る
の

が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
と
し
て
の
責
任
で
す
。
車
に
乗

る
子
ど
も
た
ち
全
員
が
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
に
座

る
日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
何
か
が
起
き
て
か
ら
後

悔
し
て
も
遅
い
の
で
す
。
今

一
度
見

直
し
、考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

う

「市
民
が
求
め
る
情
報
公
開
」

の
委
員
に
な

っ
て

渡
辺
喜
美
さ
ん

（水
田
上
、５７
歳
）

私
は
市
の
女
性
人
材
リ
ス
ト
に
登

録
し
て
い
ま
す
。
今
回

「市
民
が
求

め
る
情
報
公
開
」
の
審
査
会
委
員
ヘ

の
要
請
が
あ
り
応
募
し
ま
し
た
。

近
年
、
紙
面
な
ど
で
情
報
公
開
の

話
題
を
見
か
け
ま
す
が
、
私
た
ち
の

身
近
で
は
そ
の
話
題
が
ど
の
位
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
長
年
役
所
に
対
し
て

多
少
の
不
満
疑
間
を
感
じ
な
が
ら

も
、
市
民
の
こ
と
を
考
え
行
政
が
動

い
て
い
る
の
だ
か
ら
と
思
い
、
直
接

質
問
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
質
問
し
て
も

「
こ
れ
は

市
民
の
た
め
に
私
た
ち
が
や
っ
て
い

る
。
口
出
し
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と

言
わ
れ
た
り
、
書
類
な
ど

「決
ま
り

だ
か
ら
見
せ
ら
れ
な
い
」
と
断
ら
れ

た
り
し
て
市
民
は
不
快
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
と
行

政
の
距
離
感
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

私
は
、
平
成
１５
年
に
県
の

「女
性

の
翼
」
に
参
加
し
、
公
費
１５
万
円
自

費
２。
万
円
の
出
費
で
、
８
日
間
の
海

外
研
修
を
体
験
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
仕
事
の
合
間
、
事
前
研
修
の
た
め

の
県
庁
施
設
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
、

帰
国
後
の
報
告
会
に
向
け
た
打
ち
合

わ
せ
の
行
動
な
ど
、
す
べ
て
自
費
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
通
し
て

県
議

・
市
議
の
研
修
全
般
に
つ
い
て

疑
問
を
よ
り
深
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
筑
後
市
で
は
ど
れ
位
公
開
請

求
さ
れ
て
い
る
の
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
名
日
で
黒
塗
９
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
関
心
は
あ
っ
て

も
実
行
で
き
ず
に
い
る
私
自
身
も
市

民
の
一
人
で
す
。
公
開
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
原
本
が
原
則
。
公
費
立
場
を

考
え
れ
ば
当
然
と
思
わ
れ
ま
す
。
公

開
の
第

一
歩
は
、
私
た
ち
が
何
ら
か

の
形
で
行
政
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
意
味
あ

る
情
報
公
開
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
思
い
で
一
市
民

と
し
て
応
募
し
ま
し
た
が
、
辞
令
交

゛

付
後
に
内
容
の
説
明
を
受
け
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
微

力
で
す
が
他
の
委
員
の
方
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私
自
身
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
任
期
を
ま
っ
と

う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

筑
後
市
空
手
道
教
室

練
習
生
募
集

筑
後
市
空
手
道
教
室
で
は
、
練
習

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

空
手
は
、
礼
儀
作
法
、
心
身
の
鍛

練
、
健
康
管
理
、
護
身
術
に
最
適
で

す
。
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

（練
習
日
と
場
所
〕
▼
月
曜
日
＝
午

後
６
時
半
～
８
時
・
羽
犬
塚
小
学
校

体
育
館
▼
火
曜
日
＝
午
後
６
時
半
～

８
時
・
西
牟
田
小
学
校
体
育
館
▼
日

曜
日
＝
午
前
９
時
半
～
ｍ
時
・
水
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
武
道
場

〔対
象
〕
３
歳
～
（キ
ッ
ズ
。少
年
部
。

レ
デ
イ
ー
ス
部
。
一
般
部
）

〔間
含
せ
〕
野
崎

（盆
＠
９
６
６
６
）

・′

轟達盈
(15)広 報ちくご 平成 19年 12月号
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熊谷 弘 主宰

日本の音楽展xxx筑後公演
18:30開演 (18:00開場)
サザンクス筑後大ホール
全席指定¥3,500(当 日¥4,000)
一――未就学児の入場不可一一―
■Lコード88386 ■Pコード273452

藤田 雅
(ピアノ)

日本人が作つた由には素晴ら

しい曲がたくさんありま硯それ

を日本人の演奏家が自ら選び、演奏

し、聴衆と共に日本のlbにふれる。それ

が「日本の音楽展」で硯

ブログラム
菅野由弘作返己群 ピァノのための

松下 功作ひとり←万葉818→

坪能克裕作孤王の祭礼ップラノとピフのための

佐藤敏直作ピアノ淡彩画帖ょり

林  光作 I童 ップラノとフルートのための
林  光作子供と線路ソブラノとフルートのための
林  光作空ζツプラノとフルートのための
林  光作フルートソナタップラノとピ〃のための

|ヽ こi―  、

ここ 遂.

Ａ
　
　
ゝ

久
留
米
市
出
身
。
八
女
高
、
武
蔵
野
音
楽
大
卒
。
指
揮
を

渡
辺
暁
雄
氏
に
師
事
。
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
協
力
に
よ
る

刊
謝
醐
　
「ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・シ
リ
ー
ズ
」
や
「日
本
の
音
楽
展
ｉ
洋
楽

谷
企 画

寄
席
」
な
ど
を
企
画
開
催
、
新
し
い
音
楽
の
在
り
方
を
追
求
。

ま
た

「砂
の
器
」
や
「も
の
の
け
姫
」
な
ど
の
映
画
音
楽
指
揮

で
も
活
躍
。
「日
本
の
音
楽
展
」
で
は
、
そ
の
功
績
に
よ
り
第

６
回
中
島
健
蔵
記
念
音
楽
賞
を
受
賞
し
た
。

吉
田
雅
夫
・林
リ
リ
子
に
師
事
。
桐
朋
学
園
短
期
大
学
音

慟
　

楽
科
在
学
中
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
交
響
楽
回
入
団
。
後
日
本
フ
イ
ル

読
売
日
響
に
入
団
。
退
団
後
、
独
奏
や
室
内
楽
で
活
躍
。
そ

の
実
力
は
国
際
的
レ
ベ
ル
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
。
国
内
外
で
の
リ
サ
イ
ナ
ル

コ

ン
サ
ー
ト
・現
代
作
品
の
演
奏
会
や
邦
人
作
品
の
初
演
に
も

数
多
く
手
掛
け
る
一
方
、
オ
ざ
フ
、第
九
や
ミ
サ
曲
の
ソ
ロ
と

し
て
も
活
躍
。切
年
度
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
。筑
後
公

演
は
５
回
日
。

桐
朋
学
園
大
学
音
楽
部
カ
レ
ッ
ジ

デ
イ
プ
ロ
ア
コ
ー
ス

修
了
。第
２
回
チ
ェ
コ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（国
内
）
全
青
賞
受

賞
。Ｖ
年
よ
り
「日
本
の
音
楽
展
」
に
参
加
。

桐
朋
学
園
、
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
大
学
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽

院
に
て
研
鑽
。
米
国
の
新
聞
紙
上
で
は

「類
い
希
な
才
能
」

「第

一
級
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
絶
賛
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
優
れ
た
音
楽
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

鈴木 晴子
(ビアノ)

IP独

日下部 祐子  野口
(ツプラノ)    (フルー

熊
(主宰・

野口 龍によるフザレートクリエック
2月 2日 (土)午後3時～

サザンクス筑後小ホール

参加料 5,000円
(高校生以下は3,000円 )

聴 語 500円
〔内容〕クリニックを受けたい人は、好きな曲を 1

曲演奏してください。(5分程度)野日龍さ

んがていねいに指導しま魂

〔申込み〕1月 10日 (木 )までにサザンクス筑後へ。

(TEし 0942-54-1200)

ビツグママの伝えたいシリー刻 ol.3

中島啓江2007
～この街で～
18:30開演(18:00開場)
サザンクス筑後大ホール

ーーーチケット料金が変更になりました。
一

―解!Ⅲ ……・・¥3,500
学生・・・・・…¥1,750
(大学生以下。サザンクス筑後のみの販売。

前売のみ。学生証提示)

ペアセット券‥¥5,000(前売のみ)
※当日はいずれも¥500増

発売日:友の会12/8(土 )、 一般12/15(土 )
■Lコード88823 日Pコード275-812

チケット発売所 サザンクス筑後・サンリブ筑後店・久留米井筒屋・アオキ楽器(八女市)
ローソンチケット・ローソン・チケットぴあ・ファミリーマート・大木の湯アクアス

プげンクヌ孵

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942-54-1200
FAX0942-54-1205

|

曰
議
・置
濾

二
Ａ
会

二
遊
亭

　
　
林
屋三遊亭 国歌  林屋 正蔵

色物・林屋 二楽

18:30開演 (18:00開場)
サザンクス筑後大ホール
全席与旨産:¥4,000
(当 日¥4,500)

友の会1/12(土 )
一 般1/19(土 )

螂 ちくご 軌 掏 年 柁 月号御 0ぬ
導盈
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サゲンクヌ筑後 わrοrlηaめ,

12月 の 催 し 物
日 催し物 会 場 関演 入場料 問い合わせ先

1

側

芝居かつ祭
けいさいらんど
いわい情乱

小ホール 14:00

一般
¥1,500

小・中・高
¥11000

サザンクス筑後
54-1200

2

(日)

県民文化祭
和太鼓
フェスティパル

大ホール 11:00

一般
¥1,500

中学以下
¥1,000

サザンクス筑後
54-1200

4
側
人権を考える

市民のつどい
河ヽホール 14130 市人権同和教育課

53-4111

5

囲

農業農村整備事業
工事施工担当者
研修会

小ホール 13:30
県筑後農林事務所
52-5103

8
ω
トニー山川
35周年公演

小ホール
①12130

②17:30
¥5,000 オ

フィスマイム

44-4502

9
(日)

ピアラピアノ
コンクール

筑後地区大会

小ホール 10:30
ピアラ筑後支部
0943-22‐ 4319

11
側
平和勝次ショー 小ホール

①13:30

②18:30
平和音楽事務所
072-769-1919

12
佃
県アスパラカス

生産研修会
旭ヽホール 13:30

JA全農ふくれん
092‐ 762-4744

13
い
こめこめ研修会 小ホール 13:30 市農政課

53‐4111

15～ 23

とい～個)
第26回

筑後市美術展

大ホ▼ル

|まか

10:00
1

18:00

市社会教育課
53‐4111

15
tD
生活発表会 小ホール 9:00 筑後中央幼稚園

53-7890

16
(日)

九州大谷
幼児教育
児童福祉学会

河ヽホール 10100
九州大谷短期大学
53-9900

22
田

県民文化祭
ミユージカル「彼方へ

流れの彼方へ。Ⅲ」

小ホール
Э13:00
の18:00
¥2,000
CMC筑後
ミユージカ,レカン′ヽニー

54-1200

◆今月の休館日:3・ 10・ 17・ 25・ 29・ 30・ 31日

ヽ

)

)

ブ

p

会
期
・１２
月
１５
日
（土
）
か
ら
１２
月
２３
日

（日
）
ま
で
。

た
だ
し
ヽ
‐７
日
（日
）
は
休
館
日
ｃ

会
場
・サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
（大
ホ
ー
ル
・イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

内
容
・洋
画
１
、
洋
画
＝
、
書
、
工
芸
（陶

士雰
、
染
色
、
ガ

ラ
ス
）
、
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
、彫
刻

日
程
搬
入
日
・１２
月
５
，６
日
（水
・木
）時
間
は

午
前
１０
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

表
彰
式
。１２
月
１６
日
（日
）
午
後
１
時
３０
分

搬
出
日

◆
選
外
作
品
。１２
月
１５
日
本土
）
～
２６
日

（水
）
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で

◆
入
選
・入
賞
作
品
　
１２
月
２３
日
（日
）

年
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で

２４
・２６

日

（月
・水
）
、
午

前
１０
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で

２５
日
は
休
館
日

時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
年
後
６

時
ま
で
（た
だ
し
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
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県民文化祭

何
が
藩
だ
！
何
が
武
士
だ
、

百
姓
だ
け
が
何
故
い
つ
も
苦
し
む
ん
だ
！

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

彼
方
へ
、流
れ
の
彼
方
へ
。
Ⅲ①13:00 ②18:00

2回公演

サザンクス筑後小ホール

自由席 ¥2,000
(当 日¥2,500)

未就学児の入場はできません

2
(土 )

2/2

芝 居 か つ祭

けん古いらんど第 6回″▲`演
かた リベたぢの夜

rヽわ rヽ情音と作・演出=斉藤健―
14:00開演(13:30開場)
サザ ンクス筑後小ホール
入場料 一般¥1,500
小～大学生¥1,000

県民文化祭

和太鼓フエステイ′Wレ
県内太鼓団体20団体参加

11:00～ 17:00(10:00開場)
サザンクス筑後大ホール

ー打史¥1,500
中学生以下¥1,000

(当 日¥500増 )
(日 )

12/2

年
末
年
始
の
休
館
日

‐２
月
２９
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で

第
２８
回

筑
後
市
美
術
展



言 うの み だ こ〕

みん声J笑顔で十イスシヨ1ント

表紙分ら
古川小であった「大相撲古

川場所」は、青少年育成古川

校区民会議などが12年前から

開いているもので、校区高齢

者福祉大会 と同時開催 となり

ました。今年もモンゴル出身
で関脇 。朝赤龍関を含む、高

砂部屋の力±4人 が訪れまし

た。

会場 となった同小学校体育

館には、力士を見ようと児童

や古川保育園児、高齢者など

約300人 が集まり、歓迎ムード

ー色となりました。

力士たちは投げ技などを披

露 したあと、子 どもたちと交

流相撲を行いました。子 ども

たちは4人がかりで力士に挑戦

するものの、軽々と吊り上げ

られる様子に会場は大きな歓

声があが りました。朝赤龍関
に挑戦した長野祥太朗さん (6

年)は 「当たっても眺ね返さ
れました。さすが強かったで

す」と目を輝かせました。

=ニ

ォ十~

命

11月 4日、高江地区で「青少年健全育成

のための二)|1校区グラウンドゴルフ大会」
がありました。

同大会は、二川校区青少年育成会 (徳

永勝美会長)が主催 したもので、ちっご
教育の日にあわせて、子どもと地域の大

人が親睦を深めようと開催。参加者約230

人

実ム鞭

し

〔よ勢督イ 〔意皇比鞣 みな
婦 吾甥麗 梁Э雰解

びの

がら大人と子どもが一緒にコースを回 り、笑顔が絶えない一日となり
ました。参加した北島萌菜美さん (四ヶ所、9歳)は 「調子はいまいち
だったけど、楽しかったです」と嬉しそうに話してくれました。

日の丸背員い、大舞台ヘ

▲市役所を訪れた吉賀翔太さん(中央右)

(財)日 本野球連盟などが■
月9～ 11日 の3日 間、東京都で開
く親善試合「AAア ジアチャレ
ンジマッチ」の出場選手として、

筑後 リバーズに所属する古賀翔太さん (常用、14歳 )が選ばれ、その
報告のため■月5日 に市役所を訪れました。今回選ばれた選手は、全国
からわずかと,人。古賀さんは身長 174cl■、体重75kgの恵まれた身体に加
え、走攻守揃った抜群の野球センスをスカウトされました。古賀さん
は「日の丸を背負ってがんばってきます」と意気込みを語 りました。
大会結果は、「チャイニーズタイペイ代表」と対戦 し、1勝1分け (1
試合は中止)で した。

１．
月
９
日
、
筑
後
北
小
学
校
で

「人
権
の
花
ヒ
マ
フ
リ
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
人

権
の
花
運
動
は
、
花
の
栽
培
を
通

し
て
思
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
う

と
八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
筑

後
支
部

（６
人
）
が
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
、
同
校
３
年
生
６８
人

が
４
月
か
ら
校
内
の
花
壇
で
ヒ
マ

フ
リ
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、
同
委
員
代
表

。
紫
原

元
樹
さ
ん
が
児
童
に
感
謝
状
を
手

渡
す
と
、
お
返
し
に
児
童
か
ら
ヒ

マ
フ
リ
の
成
長
日
記
と
花
の
種
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
内
藤
愛
さ
ん
は

「み
ん
な
で
作

っ
た
種
が
い
ろ
ん

な
人
に
届
い
て
、
き
れ
い
な
花
が

咲
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
感
想

文
を
発
表
し
ま
し
た
。

児
童
が
育
て
て
収
穫
し
た
ヒ
フ

マ
ジ
の
種
は
、
来
年
１
月
に
開
催

さ
れ
る
サ
ン
コ
ア
祭
り
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で

す
。

▲朝赤龍関を相手に熱戦を繰り広げました

▲人権擁護委員から感謝状を
受け取る児童

心に種をまこう

青少年健全育成のための
二川校区グラウンドゴルフ大会

古賀翔太さん、「AAアジア
チャレンジマッチ」への

出場が決定

人
権
の
花
ヒ
マ
ワ
リ

感
謝
状
贈
呈
式

広報ちくご 平成 19年 12月 号(18)ぬ
醤盈



名力士を偲S

■月9日 、昭和の名横綱・元

大鵬 (現・相撲博物館館長)

が津島地区にある江戸時代の

名力士 。秋津島浪右衛門供養

塔を訪れ、先人の偉業を偲び

ました。

秋津島浪右衛門は、1697年

に久郎原村 (現在の津島東)

で生まれ、19歳 で江戸に上が

り「天下第一」と称せ られた

ほどの名力士とされています。

かつては九州場所に合わせ

多 くの力士がその強さにあや

かろうと同所を参拝。元大鵬

関が同所へ参拝するのは昭和

38年以来44年ぶ りとなります。

当日は、地域の人約60人 が

参列 し、秋津島浪右衛門の子

孫にあたる村上博昭さん (津

島東、40歳 )は 「偉大な先祖
がいて光栄。 (元大】】患関に)お
会いできて胸がいっぱいです」

と地元出身の名力士に思いを

はせました。

疹 力 な ど を

ご 力 な ど を

織り継がれる
伝続を学び、PR

久留米絣の魅力を多 くの人に

知ってもらいたいと11月 9日 、二

川小学校で「久留米絣PR発表会」
があり、発表した同校5年生21人

↑星彙畜字手宦屏客
ヌ孝考邑子死≧撃

よ`

   ぇ!ま掌悠屯杞 |よ隅 た忌、そ

～10月 の2カ月間、市内の絣工房などの協力をもとに久留米絣の魅力を

調査。絣の考案者 として知られる「井上伝」の生涯を寸劇で披露した

ほか、絣の製作工程や製品紹介、職人へのインタビューなどを発表し

ました。発表者の一人森田千熙さんは、「絣の生産工程は手間のかかる

作業で本当に大変なのを実感しました」と感想を述べました。

地元出身の
しの

採れたての新鮮声J
野菜をどうぞ

農冒

＜
供
養
塔
を
参
拝
す
る
元
大
鵬
関

ふ
れ
あ
い
で
　
ご恵

強
ま
る
地
域
の
絆

１．
月
の
ち
く
ご
狭
育
月
間
に
あ

わ
せ
、
１‐
月
１０
日
に
水
田
小
学
校

で

「水
田
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
地
域
が

一
体
と
な
り
子

ど
も
を
育
て
よ
う
と
水
田
っ
子
広

場
実
行
委
員
会

（久
保
常
友
委
員

長
）
が
企
画
し
た
も
の
で
、
同
小

学
校
区
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
３
０
０
人
が
参
加
。
子
育
て
講

演
会
や
解
放
太
鼓
演
奏
、
水
田
よ

か
と
こ
再
発
見
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

が
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

ま
た
竹
馬
大
会
に
は
小
学
生
６６

人
が
出
場
。
竹
馬
や
竹
ポ
ッ
ク
リ

を
見
事
に
操
り
、
上
手
く
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
３０
房
競
争
や
リ

レ
ー
で
腕
前
を
競

い
あ

い
ま
し

た
。
３０
房
競
争
で
優
勝
し
た
松
鳥

将
樹
さ
ん
（常
用
東
、
１２
歳
）
は
「優

勝
し
て
嬉
し
い
。
最
高
で
す
」
と

会
心
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

■月14日 、下妻地区に「下

妻ふる里農園」がオープンし

ました。この地区で採れた野

菜や花苗などを並べるこの農

昆悠と群筆争写雪掌:L濯   
▲藝異払見及墓年蟹ひ姜ェさん(右 )

59歳)がはじめたもので、井口さん自身をはじめ、農家7～ 8人が野菜を

提供しています。物置を改装した店内にはカボチャ、ニンジン、ホウレ

ン車など100円に値付けされた新鮮な野菜のほか、この地区で採れる大豆

なども並べられています。井口さんは「野菜を通じて『人とのふれあい』

が楽しみ。最近では Fおいしかったよ』と声をかけてくれるリピーター

も増えてきました」と話していました。

く
自
熱
し
た
竹
馬
大
会

昭和の名横綱・大鵬が秋津

島浪右衛門供養塔を参拝

久留米絣PR発表会

下妻ふる里農国がオープン

水
田
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

渇聾盈
御 9広 報ちくご 平成 Ю 年 乾 鵬



今
年
も
飲
酒
の
機
会
が
多
い
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
酒
は
適
量
に

飲
む
と
百
薬
の
長
。
し
か
し
、
飲
め

ば
飲
む
ほ
ど
胃
腸
や
肝
臓
に
負
担
を

か
け
肝
臓
障
害
や
精
尿
病
、
脳
卒
中

な
ど
の
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
を
高
め

た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
脳

障
害
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

い
っ
た

い
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

□

か

ら

入

っ
た

ア

ル

コ

ー

ル

は

ア

ル
コ
ー

ル
は
回
、
胃
、
小
腸

の

壁

（
粘
膜
）

か
ら
吸
収

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
胃
や
食
道

の
粘
膜
を
荒

ら

し
胸

や
け

の
原
因

と
な
り
ま
す
。

適
量
だ
と
胃
腸

の
動

き
を
活
発

に
し

て
食
欲
増
進

に

つ
な

が
り
ま
す
が
、

多
量
に
飲

む
と
胃
や
食
道

の
動

き
を

抑

え
、
胃
も
た
れ
や
胃
痛

の
原
因
と

な
り
ま
す
。
ま
た
小
腸
を
活
発

に
す

る

こ
と

で
下
痢
を
起

こ
し
ま
す
。

肝
臓

で
は
ど
ん
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
の

ア

ル

コ
ー

ル
は
毒

物

な

の

で
、

早

く
無

害

な

も

の
に
変

え

よ
う

と
、

肝

臓

で
処

理

さ
れ

ま

す
。

肝
臓

で
１
時

間

に
処

理

で
き

る

ア

ル

コ
ー

ル
の
量

は
個

人

差

も
あ

り

ま

す

が
、

約

７
ブ
ラ

で
す
。

こ

の
分

解

さ
れ

る
段

階

で
発

生

す

る

「
ア

セ
ト

ア

ル
デ

ヒ
ド
」

の

影
響

か

ら
、

肝
臓

細

胞

の
再

生

す

る

力

が
落

ち
、

肝
機

能

障
害

か

ら

ア

ル

コ
ー

ル
性

肝

炎

や
、

肝
臓

の
繊

維

化

か
ら
肝
硬
変

へ
進
行
す
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
休
肝

日
を
週
２
日
程
度
設
け
て
肝
臓
を

休
ま
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
す
る
た
め
に
肝
臓

で
は
仕
事
量
が
増
え
、
乳
酸

（疲
労

物
質
）
が
貯
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
疲
れ
や
だ
る
さ
、
一月
こ
り
な
ど
が

起
推
る
と
同
時
に
乳
酸
が
尿
酸
の

排
泄
を
抑
え
、
高
尿
酸
、
痛
風
の
原

因
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た

「ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」
は
脳
の
細
胞
に

も
影
響
を
与
え
脳
障
害
な
ど
の
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
水
を
よ
ぶ

ア
ル
コ
ー
ル
は
塩
や
砂
糖
と
同

じ
よ
う
に
身
体
の
細
胞
か
ら
水
を

取
っ
て
し
ま
う
の
で
、
の
ど
が
渇
き

ま
す
。
そ
こ
で
水
分
の
補
給
が
な
い

と
身
体
は
脱
水
の
状
態
と
な
り
、
血

液
が
濃
く
な
っ
て
脳
梗
塞
の
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
は

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
１
日
２０
グラ
以

下
で
す
。
ビ
ー
ル
中
瓶
１
本

（中

ジ
ョ
ッ
キ
ー
杯
）、
日
本
酒
１
合
、

焼
酎

（２５
度
）
２
分
の
１
合
、
フ
イ

ン
グ
ラ
ス
２
杯
程
度
で
す
。

※
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
計
算
式

（目
安

三ё

一
飲
む
量
（
ｃ
ｃ
）
×
ア
ル
コ
ー

ル
度
数

（
％
）
×
０
・８
＝
純
ア
ル

コ
ー
ル
量

ア
ル

コ
ー
ル
の
カ

ロ
リ
ー
は

ど
れ
く
ら

い
な
の

ア
ル

コ
ー

ル
は
、
糖
分
な
ど
を
含

み
意
外
と
カ

ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に
入
る
と
他

の
栄
養
素
よ
り
優
先
的
に
肝
臓
で
分

解
さ
れ
る
た
め
、
他
の
栄
養
素
が
利

用
さ
れ
ず
体
内
に
蓄
積
さ
れ
、
そ
の

結
果
肥
満
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

中
性
脂
肪
が
増
え
、
脂
肪
肝
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
飲
み
た
い
な
ら
…

①
ｌ
日
の
適
量
（純
ア
ル
コ
ー
ル
量
）

を
守
り
ま
し
よ
う

②
食
べ
な
が
ら
ゆ
つ
く
り
飲
み
ま

し
よ
う

◎
週
２
日
は
休
肝
日
を
作
り
、
眉
酒

は
控
え
ま
し
よ
う

④
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
、
肝

臓
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
き
は
、

原
則
禁
酒
を
し
ま
し
よ
う

∪

学
フイングラス

2"不 160kcal

ご飯軽 く1杯
160kcal

ビール中瓶 1本
200kcal

日本酒 1合
190kcal

@赴
広専瞑ちくご 平成 19年 12月号 (20)ぬ
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◇1月 (上旬)は・中

内  容 と  き ところ

3歳 児 健 診 10日 (木)13:30～ 14:30
保健センター

10か月児健診 11日 (金)13:30～ 14:30

団間含せ

健康づくり課
奮 53-4115

①4日 (火 )、 6日 (木)(2歳まで)=「親子で作ろう 1クリス
マス飾り」(おひさまハウス)※水筒持参  【申込み :3日偶)】
② 5日 (水 )(2歳～就学前)=「楽しく作ろう1ク リスマス飾り」
(おひさまハウス)※水筒持参     【申込み 13日 偶)】
③ 13日 (木)(就学前まで)=「クリスマス会」(サンコア軽
運重力室)※水筒持参         【申込み :7日 (金 )】
④ 18日 (火 )、 19日 (水 )、 20日 (木 )(就学前まで)=「天まで
あがれ～凧作り」(おひさまハウス)  【申込み :14日 (金 )】
:ψ O歳の赤ちゃん広場(当日受付)25日 (火 )、 26日 (水)=(お
。ひさまハウス)いずれか 1日を選び、母子手帳を持参
:■おはなし会 (当日受付 おひさまハウス)
。 21日 (金 )(就学前まで)
:※外であそぼうは 12～ 2月の間、おはなし会になります。
。国来年 1周 (上匈)Iぶ…

:① 10日 弥)(就学前まで)=「親子クツキング」
°
(市立筑後保育所)※水筒 エプロン三角巾持参
:【申込み :1月 4日 (金 )、 7日 偶)】

:【申込み '間含せ】
。
=育
て支援センター (金 538574)ヘ

12同 今日の筒生行事
◇乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◇各種教室・相談

兼把ノひゴ、十ゴ
=々
鈎悟y

【時間はいずれも10:00～ 11:30】

日日曜祝日在宅医

2日 木附外科医勝

(9:° 0～ 17:00)       団広域眼科在宅医 (9100～ 17:00)
こ(藤島) て】53-3945 2日 杉田眼科医院 (久留米市国分町)

永田医院 (船小屋) 盆 53-3271 9日 山下眼科医院 (藤島)

9日 あさかわ整形外科クリエック (停車場)盆 51-7339
あかさか診療所 (赤坂)               16日

近沢眼科医院 (久留米市東町)
盆 53-1123

16日 宮城耳鼻咽喉科クリニック (下北島)          23日
おの眼科医院 (久留米市通町)

て】52-8733

さとうこどもクリエック(蔵数) 盆 54-0123   24日
平野眼科医院 (八女市本町)

23日 大橋整形外科クリニック (鷲寺) 盆 51-7001   29日 林眼科医院 (久留米市東
町)

平井医院 (不日泉中) 盆 53-2353   30日 久留米おの眼科医院 (久留米市東町)

24日 岡邦彦産婦人科 (水田上) 盆 53-0012   31日 しらお眼科クリニック(久留米市野伏間)

まるおか小児科内科医院 (不日泉東) 盆 53-2041  囲歯科在宅診療 (10
30日 、31日 筑後市立病院 (不日泉西) 盆 53-7511            :°

°～ 16:00)

園救急指定病院                    2日
大津歯科医院 (山ノ井東)

筑後市立病院 (和泉西)                 9日
炒Π迫歯科医院 (八女市平田)

盆 53-7511 16日 ぶじわら歯科医院 (庄島)

団小児救急外来 (19:00～ 22:00) 23日 石橋歯科医院 (八女市本町)
月・水・金曜日=公立八女総合病院 (八女市高塚)

盆 094323-4131   24日 山口歯科医院(船小屋)

火・木曜日=筑後市立病院 (和泉西 ) 653-7511 30日 本田歯科医院(新溝 )

囲福岡県小児救急医療電話相談 (19:00～ 23:00)
聖マリア病院 (久留米市津福本町)           31日

浅山歯科医院(上北島)
盆 37-6116

※日程や時間は変更になる場合がありますので事前に問い合わせてください

局導疑
(21) 広華辰ちくご 平成 19年 12月号

て】22-2020

て】53-2225

て】38‐9090

て】30-1515

盆 0943-23-5550

盆 32-2168

盆 46-7724

盆 51-4100

て】53-1153

60943-24-5554

て】52-4067

60943-24-5207

盆 53‐ 3256

盆 53-3431

盆 53-7456

健  診 と  き と ころ 対 象 者

4か 月 児 健 診 21日 (金)13:00～ 14100

保健センター

平成 19年 8月 生まれの子

平成 19年 2月 生まれの子
攣

う こ平成 18年 5月 生まれの子

10か 月 児 健 診 7日 (金)13:30～ 14:30

1歳 6か 月児健診 14日 (金)13:00～ 14100

3歳 児 健 診 13日 (木)13:30～ 14:30 平成 16年 11月 生まれの子 (アンケートと5ccの尿持参)

教 室 とき。ところ 内 容

おつぱい教室
6日 (木)10:00～ 12:00

=保健センター

妊婦や授乳中の母子。妊
娠中からの乳房管理、母
乳育児について

も う す ぐ
パパママ教室

11日 (火)9:30～ 12:00
=保健センター

妊娠中の過ごし方、栄養
指導、沐浴 (実習)など

こ  こ  ろ
ほ つ と 相 談

15日 (■)13:30～ 15:30
=保健センター ※要予約

子どもの言葉や心の育ち

方、子どもへの接し方など

乳 幼 児 教 室
20日 (木)10:00～ 12:00
=保健センター

0歳児の子どもと保護者。
育児や離乳食指導、赤ち
ゃん体操など



第
６。
ュ研が
式ヽ

里帰
り出
爺島
て
き
ます

市
で
は
「第
６。
回
成
人
式
」
を
開

き
ま
す
。
式
に
は
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
新
成
人
の
ほ
か
、
市
外
に
住
ん

で
い
る
新
成
人
で
、
帰
省
し
て
出
席

し
た
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

今
回
の
成
人
式
も
新
成
人
が
実
行

委
員
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
し
ま
克

式
典
や
大
抽
せ
ん
会
、
パ
フ
オ
ー
マ
ン

ス
コ
Ｙ
ア
ス
ト
な
ど
手
作
り
の
成
人
式

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
咤

〔と
き
〕
来
年
１
月
１３
日
⑪
午
前
１１

時
～
〔と
こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

〔対
象
〕
昭
和
６２
年
４
月
２
日
～
昭

和
６３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、

は
が
き
で
案
内
し
ま
す
。
市
内
に
は

住
民
票
が
な
い
人
で
参
加
し
た
い
人

は
、
社
会
教
育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

第
１２
ユ闘ド
Ａ
ＲＡピ
アノ

コ
ンク
ー♪函准
地
区大
会

筑
後
県
税
事
務
所
で
は
、
休
日
に

事
務
所
と
窓
口
を
開
庁
し
納
税
・
証

明
書
発
行
な
ど
を
行
い
ま
克

〔開
庁
日
〕
１２
月
９
日
ｍ
、
１６
日
銅

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

〔問
合
せ
〕
同
事
務
所
（谷
⑫
５
１
３

５
）
ヘ

特
別
晟
即
霊
の
請
求
期
限
は

来
年
３月
創出Ч
で
です

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

一　
さ
い

一

〔問
合
せ
〕社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

一

（谷
⑬
４
１
１
１
内
線
４
３
２
）
ヘ

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
寃

対
象
と
な
る
遺
族
で
、
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
市
福
祉
事
務

所
窓
ロ
ヘ
問
合
せ
く
だ
さ
唸

〔問
合
せ
〕
市
福
祉
事
務
所
生
活
福

祉
係
（盆
⑩
４
１
１
１
内
線
２
２
２
）

ヘ
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
７
実
行

委
員
会
な
ど
で
は
「白
旗
の
少
女
琉

子
」
上
映
会
を
開
き
ま
寃

〔と
き
〕
・２
月
７
日
④
午
後
６
時
半

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
ヨ
ア

〔参
加
費
〕
無
料

〔間
合
せ
〕
同
委
員
会
・
檀
（０
９
４

３
②
２
０
０
４
）
ヘ

国
な
ど
で
は
１２
月
１０
日
明
～
１６
日

硼
を
「全
国
一斉
多
重
債
務
者
相
談
ウ

ィ
ー
ク
」
と
し
て
無
料
相
談
会
を
開

き
ま
す
。

〔と
き
〕
・２
月
１３
日
∩
午
前
１０
時
～

午
後
４
時

〔と
こ
ろ
〕
え
―
る
ピ
ア
久
留
米
（久

留
米
市
諏
訪
野
町
）

〔内
容
〕
債
務
整
理
や
生
活
再
建
に

向
け
て
の
相
談

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
相
談
は
事
前

に
要
予
約
。
県
生
活
文
化
課
（
盆

０
９
２
・６
４
３
・３
３
８
１
）
ヘ

人
権
瓜
冊

，
　
！

「
県
下

一
斉
熱
酬

電
話

相
談
」

法
務
局
な
ど
で
は
、
１２
月
４
日
倣

～
１０
日
朝
の
「人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ

「県
下
一斉
無
料
電
話
相
談
」
を
開
き

ま
す
。

〔と
き
〕
・２
月
８
日
①
午
前
９
時
～

午
後
５
時

〔内
容
〕
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど

〔相
談
電
話
番
号
〕

０

１

２

０

・
５

５

１

・
２

９

０

〔間
合
せ
〕
法
務
局
人
権
擁
護
部
（谷

０
９
２
・７
２
ｌ
ｏ９
１
６
６
）
ヘ

のベージ
電話番号はおまちがえのないように

目lP

三ボ
映
A

年
末

運
動

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
県
民

運
動
本
部
で
は
「年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
年
末

は
、
交
通
事
故
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
さ
孔

〔運
動
の
重
点
項
目
〕

○
飲
酒
運
転
の
撲
滅

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

○
交
差
点
の
交
通
事
故
を
防
止

〔期
間
〕
１２
月
１．
日
欲
～
３．
日
明

〔問
合
せ
〕
市
総
務
課
庶
務
法
制
係

（谷
０
４
１
１
１
内
線
１
３
１
）
ヘ

鉄再ぱ確竜県民

覆
轟
煽所
一
体
日
開
庁

日
本
ピ
死
／
グ
レ
ー
ド
認
定
協
会
筑

後
支
部
で
は
「第
１２
回
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ａ

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
筑
後
地
区
大
会
」

を
開
き
ま
寃

〔と
き
〕
・２
月
９
日
⑪
午
前
１０
時
半

〔と
こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

〔入
場
料
〕
無
料

〔
問
合
せ
〕
同
協
会
事
務
局
（
盆

０
９
４
３
②
４
３
１
９
）
ヘ

一　続計碓調だ働動くだ

相 全

者

麹」句″陣一務

さ
い

経
済
産
業
省
で
は
１２
月
３．
日
を
調

一　
査
日
と
し
て
「工
業
統
計
調
査
」
を

実
施
し
ま
克

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、

にこにこウォーキング数室

１

４

市では「にこにこウォーキング教室」を開きま現
〔とき〕来年 1月 9日 lアk)～ 3月 26日 17k)の毎週水曜日、9:30～ ■:00

〔ところ〕井原堤水辺公園(雨天時=大和公民館)
〔対象〕市内に住んでいる30歳以上の人
〔内容〕ウォーキンズ ストレッチ体操、筋肉トレーエングほか

〔参加費〕無料   〔定員〕40人になり及第締切り
〔申込み・問合せ〕健康づくり課健康増進係 (盆 53‐ 4■ 5)ヘ

広辛限ちくご 平成19年 12月号 (22)渇
饉駿



募
集

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１２
月
か
ら
来
年

１
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
訪
間

し
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

寃〔問
合
せ
〕
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く

り
。
広
報
係
（盆
⑬
４
１
１
１
内
線

１
５
２
）
ヘ

ヽ
ノ

〔申
込
み
〕
市
都
市
対
策
課
に
あ
る

案
内
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
１２
月

３
日
⑪
～
１１
日
∽
（消
印
有
効
）
に

住
宅
供
給
公
社
（〒
８‐０
‐
８
５
３
３

福
岡
市
天
神
５
１
３
１
１
）
ヘ

〔間
合
せ
〕
県
営
住
宅
筑
後
管
理
事

務
所
（盆
⑩
２
６
６
０
）
ヘ

〔参
加
費
〕
無
料

〔定
員
〕
１
２
０
人
に
な
り
次
第
締

切
り
（ア
ビ
ス
パ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
生

は
優
先
）

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
同
ク
ラ
ブ
（盆

⑩
０
０
３
９
）
ヘ

県
障

セ
ン
タ
ー

成
２．
年
３
月

〔受
講
料
〕
無
料
（交
通
費
、
食
事
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

〔定
員
〕
２。
人
（応
募
者
が
３．
人
に
な

り
茨
第
締
切
り
）

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
に

見
学
を
予
約
し
、
見
学
時
に
渡
さ
れ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
来

年
２
月
８
日
倫
ま
で
（必
着
）
に
同

セ
ン
タ
ー
全
Ｔ
８３９
‐
０
８
６
４
久
留

米
市
百
年
公
園
１
１
１
１
３
階
盆
⑭

４
４
０
０
）
ヘ

子
甫市

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「子

育
て
講
演
会
」
を
開
き
ま
寃

〔と
き
〕
・２
月
２２
日
①
午
前
１０
時
～

#

ユ

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
講
習
室
６

〔内
容
〕
講
演
「子
ど
も
の
育
つ
み
ち

す
じ
と
生
活
リ
ズ
ム
ス
講
師
Ｈ
元
幼

稚
園
主
任
教
諭
。
安
武
智
里
さ
ん
）

〔参
加
費
〕
無
料

〔問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
（盆
０
８
５

７
４
）
ヘ

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
１２
月
１４
日

総
ま
で
に
要
予
約

ツ
ジ

市
で
は
、
市
民
企
画
（市
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
”
ど
―
な
っ
つ
し

に

よ
る
講
座
「ち
く
ご
自
遊
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
・２
月
１４
日
④
午
前
１０
時
～

正
午
〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
３
階
視
聴
覚
室

〔対
象
〕
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

〔内
容
〕
講
演
「キ
ラ
キ
ラ
輝
く
子
ど

も
と
楽
し
い
育
児
～
わ
が
子
を
初
め

て
胸
に
抱
い
た
時
の
感
動
を
思
い
出

し
て
み
よ
う
～
ス
講
師
＝
助
産
師
・

内
田
美
智
子
さ
ん
）

〔定
員
〕
９。
人

〔問
合
せ
〕
動
労
者
家
庭
支
援
施
設

（盆
①
２
５
１
６
）
ヘ

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
１２
月
６
日

齢
ま
で
に
要
予
約

鐙

手

彊

援

県
県

で
は
、
県
内
に
あ
る
空
家
県
営

住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
克

募
集
団
地
や
戸
数

な
ど
詳
し
く
は

「
募

集

案

内

書

」

に
書

か
れ

て
い
ま

克

希
望
す
る
人

は
、
案
内
書

に
従

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
唸

営仏Ｈ″鮒発募集
ア
ビ
サ

ツＮ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
後
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を

招
き
「ア
ビ
ス
パ
福
岡
選
手
ふ
れ
あ
い

サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開
き
ま
寃

〔と
き
〕
・２
月
２６
日
は
午
後
１
時
半

～
３
時
半

〔と
こ
ろ
〕
県
営
筑
後
広
域
公
園
多

目
的
運
動
場

〔対
象
〕
年
中
～
小
学
６
年
生

※
経
験
者
、
初
心
者
は
問
い
ま
せ
ん

県
障
害
社
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
２。
年
度
「訓
練
生
」
を
募

集
し
ま
克

〔訓
練
内
容
〕
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル

や
適
切
な
対
人
・
作
業
態
度
を
身
に

付
け
る
た
め
の
基
礎
的
訓
練
。
職
場

見
学
や
実
習
な
ど

〔対
象
者
〕
身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
か
、
現
在

申
請
中
で
就
職
を
希
望
す
る
人

〔訓
練
期
間
〕
平
成
２０
年
４
月
～
平

ふ
れ
あ
い

訓
練

ヽ

|ゝ

営業広“孵“千

筑
後
商
工
会
議
所
な
ど
で
Ｌ
営

一ナ
ー

市などでは、来年 1月 に開催する「サンコアま

つり」で行う「赤ちゃんハイハイ競争」の参加者

を募集しま現

〔とき〕来年 1月 27日 (日 )9:30～ (集合 =9:00)

〔ところ〕サンコア3階軽運動室

〔対象〕市内に住んでいる(保護者が市内勤務

も可)ハイハイ期の幼児
※歩行できる幼児は参加不可

〔定員〕30人 (応募多数の場合は抽せん)

〔申込み・問合せ〕来年1月 17日 l木)までに

女性政策課 (金 53-4■ 1内線 460)ヘ

講
座

日
講
演
会

け自治総合センターのコミュニティ助成

事業で、今年度は次のものがそろえられま

した。

日筑後北校区公民館

エアコン、テレビ、仮設 トイレ、物置、ベ

ンチ 2台、イス 30脚、カラオケセ ット、
コピー機、テント2張

※総額 250万円の助成です

日問合せ

市社会教

育課社会教

育 係 (a
53-4111

内 線 432)

ヘ

i宝くじは、広く強 に倣 てられてし嘔す._

宝 くじは
豊かさ筆く
チカラ構与。

ぬ麗駿
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業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
・２
月
６
日
休
午
後
１
時
半

～
４
時
半

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
商
工
会
議
所
３
階

大
ホ
ー
ル

〔内
容
〕
講
演
「売
れ
な
い
時
代
に
必

ず
売
る
～
商
談
交
渉
術
ス
講
師
＝
に

し
む
ら
セ
ー
ル
ス
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
究

所
所
長
・
西
村
文
彦
さ
ん
）

〔参
加
費
〕
会
員
＝
１
０
０
０
円
、

非
会
員
＝
２
０
０
０
円

〔定
員
〕
５。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
同
会
議
所
経

営
者
指
導
課
（盆
⑫
３
１
２
１
囲
⑬

６
５
０
８
）
ヘ

前
１０
時
～

〔と
こ
ろ
〕
県
営
筑
後
広
域
公
園
体

育
館
〔対
象
〕
年
少
～
年
長
の
幼
児
と
保

護
者
〔内
容
〕
親
子
あ
そ
び
、
運
動
体
験

〔講
師
〕
健
康
運
動
指
導
士
・
田
中

も
と
子
さ
ん
ほ
か

〔参
加
費
〕
１
０
０
０
円

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
県
営
筑
後
広

域
公
園
・
井
上
（盆
０
４
６
０
０
）
ヘ

（
講

師

＝
日

高

整

形

外

科

病

院

院

長

・
日
高
滋
紀
さ
ん
）

〔参
加
費
〕
無
料

〔間
合
せ
〕
同
会

・
徳
吉

（
盆
⑫

ｌ
ｌ

６
８
）

ヘ

公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
、
平
成

２。
年
度
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
克

（職
種
〕
看
護
師
、
助
産
師

〔募
集
人
数
〕
３。
人
程
度

〔応
募
資
格
〕
看
護
師
か
助
産
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
来

年
４
月
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

〔試
験
日
〕
１２
月
１８
日
欲

〔受
付
期
限
〕
１２
月
１４
日
倫
ま
で

〔申
込
み
・
間
合
せ
〕
同
病
院
総
務

課
人
事
係
（盆
０
９
４
３
④
４
１
３

１
）
ヘ

運勃法Л，胸フ塾

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は

「運
動
能
カ
ア
ッ
プ
塾
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
・２
月
２３
日
、来
年
１
月
１３
日
、

３
月
１６
日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
、
午

医
仙
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
福
岡
支

部
で
は
「医
療
講
演
・
療
養
相
談
会
」

を
開
き
ま
克

〔と
き
）
来
年
１
月
６
日
領
午
後
１

時
～
４
時

〔と
こ
ろ
〕
え
―
る
ピ
ア
久
留
米
（久

留
米
市
諏
訪
野
町
）

〔内
容
〕
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
医
療
講
演

療

§

相

談

（
蓋

市では、下水道排水設備工事責任技術
者と指定工事店を募集しま丸

日下水道排水設備工事技術者

〔資格〕平成 19年度「福岡県下水道排水
設備工事責任技術者試験」に合格した人、
または県内他市町村で責任技術者登録を
している人

〔登録料〕2000円
※技術者証交付時に徴収します
〔受付期間〕来年 1月 7日 l月)～ 18日 (金)
の 8:30～ 17:00

※土、日曜日を除く

日下水道排水設備指定工事店

即 難痛喜薯ユ瑠と禦
用していること

〔登録料〕5000円

※工事店証交付時に徴収します
〔受付期間〕来年 1月 24日 (木l～ 31日 (木l
の8:30～ 17:00
※土、日曜日は除く
団申込み・間含せ

下水道課、または市ホームページ(httpi〃
wwⅥcity.chikugo.fukuokajp/)に ある申
請書に必要事項を書き、資格証明書や商
業登記事項証明書な工 必要書類を添え
て同課工務係 (盆 53‐4■ 1内線 252)ヘ

公
ユ

0
ツ

嗚

★子育て電話相談 金53-8574(毎週月～金曜日 9:00～ 17:00)
★教育相談電話 合52-8880 ★福岡県教育ホットライン 奮52-4MЮ
★女性の悩み電話相談 金53-2516(毎週月～金曜日 8:30～ 17:00)
☆配偶者暴力相談支援センター 全 0943-23-7520(毎週月～金曜日 8:30～ 17:15)

家庭児童相談
・金躍日

～ 17:00
毎週月 木

３０

火

８
市民相談室

児童に関する悩みなど

(家庭児童相談員兼母子自立支援員 )

市民課

盆 53-4111内 線 134

教 育 相 談
毎週月～金曜 日

8:30-17:00
教育研究所

いじめ・不登校 。学習 。進路などの悩

みや心配など    (教 育相談員)
教育研究所

盆 53-8678

健康に関する

総 合 相 談

毎週金躍 日

9:00～ 12:00
筑後市立病院

保健、医療、福祉についての総合相談

(医師、看護部長筆)

市立病院総務課

て】53-7511

の

談

体

相

と

書

心

博

12月 12日 (水 )
13:30-16:00

おひさまハウス
障害者 (児)やその家族の悩みなど

(社会福祉士)

市民課

てお53-4111内 線 135

障 害 福 祉

なんでも相談室

毎週月～金曜日

9:00-17:30
総合福祉

センター

全ての障害に関する相談など

(専門相談員 )

社会福祉協議会

て】52-6699

補 聴 器 相 談
12月 18日 (火 )・ 26日 (水 )
10,00^ツ 12:00

市民相談室
聴覚障害者用の補聴器について相談、

修理など       (指 定業者 )

福祉事務所

盆 53-4111内 線 223
在 宅 介 護 相 談 (筑後市包括支援センター地区ステーション)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じま現
《と き》常時(土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》芳樹園ステーション(盆 53-2511)、 クリーンパル・ゆうステーション(盆 52-0630)

市社会福祉協議会ステーション(盆 52-9066)

相   談 問 合 せ内 容 (4日談員 )と   き ところ

広報ちくご 平成19年 12月号 (24)ぬ
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麟 融 國 置
イルミネーション
入門 BOOK
最近では、クリスマスシーズン

に向けて自宅をイルミネーション

で飾る家庭が増えてきました。「や

つてみたい、でもどうしていいの

かわからない」と思つている人が

イルミネーションの楽しさ、奥深

さに亀咀れるきつかけになる本です。

ミツバチ 著 :栗林慧

12月 16日 (日 )にサンコアで講

演会を開く「栗林慧」さんの新刊で

す。花から花へ忙しく飛び団るミツ

バチ。女王バチとはたらきバチの役

害」や巣の仕組み、たまごから幼虫、

サナギ、成虫になるまでの成長など

を
~与
真で紹介します。

著 :学習研究社

12月 の体館 日
日 月 火 水

は休館日です

木  金  上 ☆開館時間 9:00～ 17Ю0

(木 。金曜日=9Ю O～ 20ЮO)

☆中央公民館図書室

盆 (直通)51-7200

盆 (代表)53‐2178

５

‐２

‐９

２６

４

‐１

‐８

２５

■

１。

ャ

２

３．

２

９

‐６

お

ｍ

6

13

20
27

7

14

21

28

１

８

‐５

２２

２９
ゝ

ちく電南鯛自∽⑫喧♭
昆虫の写真で今話題の栗林憲さんを講師に迎え、講

演会を開きま免 みなさんも昆虫の目線で昆虫の世界を

のぞいてみませんか。
〔ところ〕サンコア3階視聴覚室

〔問合せ〕同つどい実行委員会 (盆 51-7200)

絵恋鈎制 Uレ 12月 14日 (金)～ 16日 (日 )
「絵本カーニバル」をサンコアで開催します。楽しい絵

本をたくさん紹介しま丸 見に来てみませんか。
※ 16日 (日 )は絵本カーニバルのため、図書室を開館しま丸

また来年 1月 4日 総)は 17:00閉館になりま免

つリスMスめはなし会 12月 15日 (上)11100～
幼児から小学生向けに「クリスマスおはなし会」を開き

ま丸 多くの参加をお待ちしていま現
〔ところ〕サンコア3階視聴覚室
〔参加費〕無料

おIさ声3しのけ介ん 絵本の読み間かせなどがあり、よい絵本を紹介します。ぜひ参力8してください

とき。ところ 内容 主催団体

12月 1

11:00～ =図書室
12月 7日 倫)13:30～
=保健センター
12月 8日 l土)11:00～
=図書室
12月 20日 l木)11:30～
=図善室
12月 22日 (土 )11:00～
=サンコア不8室

幼児～小学校低学年

10か月児健診対象者

幼児～小学校低学年

小学校就学前まで

幼児～小学校低学年

読み間かせ、てあそび等

赤ちゃんと保護者に絵本を手渡し、心
ふれあうひとときを持つきつかけづくり

読み間かせ、てあそび等

読み聞かせ、ノヽネルシアター等

読み間かせ、ノヽネルシアター等

ボランテイア、図書室職員

ブツクスタートボランテイア
「さくらんぼ」

ちくご読書の会「ぺえじ」

筑後Jヒ小おやこ読雷会
「ぼちぼち」
おはなしボランテイア
「ぼけつと」

)

Oο

市民課

盆 53‐ 4111内線 185市民相談室
001

毎週月・火・水・金曜日

8:30-17:
消費生活に関する苦情など

(消費生活相談貝)消費生活相談

久留米社会保険事務所

て】33-6192
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)社会保険相談 商工会議所
001

12月 27日 (木 )
10:00～ 15

市民課

盆 534111内線 183
国、公団、公社等に対する苦情、意見、要

望など        (行 政相談委員)行 政 相 談 市民相談室
001

12月 20日 (木 )
10:00～ 12

市民課

盆 53-4111内線 185
給料不払い、雇用主とのトラ

"レ

など

(労働相談員)労 働 相 談 市民相談室
001

毎週火・木躍日

8:30-17

個 の削

浮 島 ゼ 月 制
市民不目雄

市民課 (予約も)

盆 53-4111内線 183

金銭、不動産、家庭問題な夙 〔昼の部〕定員6人・

予約受付日12月 10日 (月 )のみ 〔夜の部〕定員

4人・予約受付日12月 17日 l月)のみ。

受付は17:00ま為 抽せんで決定  (弁護士)

無料法律相談鮫の調
γ::ぎ正見!監 |サ

ンコア
動労者家庭支援施設

(予約も)盆 53-2516
離婚、セクハラな島 相談者は女性のみ。

要予約。先着順     (女 性弁護士)
ス
談
一
相
イデ
律
レ
法

サ ン コア
301

12月 21日 (盆 )
17:30～ 19:

市民課

盆 53-4111内線 183
いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員)
人 権 相 談 サ ン コア

001

12月 5日 (水 )
10:00-15

社会福祉協議会

盆 52-3969

いろんな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員)
心配ごと相談

001

総合福祉

センター
毎週木曜日

13:00～ 16:

ちくご女性 ほっとライン

盆 54-2600
配偶者などからの暴力⊂W)、 離婚箸家庭

問題、セクハラ等の相談  (女性専門相談貝)
性

ン数第
く

つ

ち

ほ
サ ン コ ア

001

毎週月曜日

10:00-16

ヘ

一ぉ
f,マ奪

翔聾疑
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争

爵
熱
叶
Λ
吼

ガ

12月の行事
県民文イヒ祭「不B太鼓フェス

ティバル」       |
行政区長会        |
あいさつ運動(重点:下妻小、

筑後北小)◆農業委員会  '
《大雪》

クリーン作戦(重点地区:古 i

川小校区)

年末の交通安全県民運動(～

31日 )          |
かまど神社きせる祭リ   イ

小・中学校終業式     |
《冬至》

《天皇誕生日》 |

船小屋カウントダウン花火
―

家庭からの燃やすごみ
収  集  量  比  較
収集E(t)1日あたり(平均t)1大 1日あたり幹出日伯)

818.8     26.4    544.5

812.6     26.2    542.0

6.2       0.2       2.5

木附 久雄さん

磋診疹窟鰻分

が そ＼

やヽヽムメ
バラ作りにかける情熱
―輪のバラとの出逢いから

さ つ き  ひ さ お

(材料〉 1人分

25g  酢 ・・・―・・・4g
40g  しょうゆ ……4g
・88  みりん・・・…2g
30g  レモン汁―・2g

〈作り方〉
①油揚げは、フライパンで両面パリッ
となるまで焼き、食べやすく切る①
②水菜はよく洗った後、食べやすい長
さに切る。
③大根はおろしておく。
④レモン汁をし,Fる。
⑤酢としょうゆ、レモン汁を③②③とよ
く混ぜる。
⑥くし型に切ったトマトを飾る。

「バ
ラ
は
そ
の
表
情
を
刻
一
刻
と
変
え
て
い

く
。
美
し
さ
を
際
立
た
せ
た
一
瞬
の
バ
ラ
を
間

近
に
見
る
事
が
出
来
る
感
動
は
格
別
な
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
、
市
内
で
外
科
医
院
を
開

業
し
て
い
る
木
附
久
雄
さ
ん
（藤
島
、
磁
歳
）。

医
院
の
駐
車
場
の
一
部
で
バ
ラ
を
育
て
始
め
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
。
平
成
１３
年
６
月
の
早
朝
、

庭
で
偶
然
目
に
し
た
朝
日
を
浴
び
て
色
鮮
や
か

に
咲
く
一
輪
の
バ
ラ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

以
来
本
格
的
に
栽
培
に
没
頭
「
バ
ラ
仲
間
の
吉

田
憲
司
さ
ん
（山
ノ
井
中
）
に
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
栽
培
研
究
会
で
研
究
を
重
ね
て
、
し
だ
い

霜
瀾

に
栽
培
品
種
を
増
や
し
、
現
在
育
て
て
い
る
バ

ラ
は
鶴
種
、
１
２
４
本
に
も
及
び
ま
す
。
そ
の

華
麗
さ
と
美
し
さ
は
患
者
に
も
好
評
で
、
ま
た

噂
を
聞
き

つ
け
た
愛
好
者
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か

ら
足
を
運
ぶ
ほ
ど
で
す
。

バ
ラ
は
繊
細

で
病
気
や
害
虫
に
弱

い
た
め
、

手
入
れ
に
は
毎
朝
１
時
間
（
休
日
は
半
日
を
費

や
し
、
土
作
り
に
も
こ
だ
わ
リ
バ
ラ
に
愛
情
を

注
ぎ
ま
す
。
平
成
１５
年
か
ら
は
、
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
バ
ラ
を

ヨ
ン
テ
ス
ト
に
出
口
鳴

こ
れ

ま
で
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
、
第
盟
回
世
界
バ

ラ
会
議

（平
成
１８
年
５
月
）

の
ロ
ー
ズ

コ
ン
テ

沸
ぶ
科

泡
召
型
　
霊
ド
■
ャ
ｍコ型

益
繋
畿
舛
研
ｕ
〈
ｃ
鞘
　
判
∞
ω
ω
あ
ω
自
前
瓢
加
灘
麟
封
汁
拇
巨
ヽ
半
∞
ｏ
∞
琳
麟
　
け
ｏ
Φ
卜
〕
伽
∞
ヽ
〓
ト　
ロ
ｏ
Φ卜
］
‐ｏ
中
‐伽
Φ
］
∞
回
里
コ
Ｊ
⑥
α
電
・ｏゴ
中ご
磐
・下
甘

凸目
〕Ｆ
ｄ
一＼と
督ヨ
０
こ
・ｏ〓ィご
磐
・ｇ
ご
ｏ
舒
ｉ里

2日

3日

5日

17日
8日

11日

113日

21日

22日

23日
.31日

H19.10

H18,10

比較

軍

＜
「バ
ラ
を
通
し
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す

木
附
さ
ん

ス
ト
で
は
１
等
賞
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
バ
ラ
作

り
に
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

「バ
ラ
栽
培
は
手
間
が
か
か
り
苦
労
も
多
い

で
す
が
、
５
月
や
１０
月
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
バ
ラ

を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
と
、
作
る
方

も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
今
後
も
綺
麗
な
バ
ラ
を

育
て
、
ま
た
写
真
や
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ

た
楽
し
み
方
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
少
年
の
よ
う
に
話
す
本
附
さ
ん
の
バ

ラ
作
り
へ
の
情
熱
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

F

ごみ減量のキーワード3R!
2番目のRは リユース(再利用)です。
「もつたいない」を実行しましょう

※交通事故、火災・救急は前月と累計が合わない
場合があります

て育てたバラ(卑弥呼)

水菜のおろし和え

▲木附さ

月 税

国民健康保険税6期
固定資産税3期
〔納期限〕12月 25日 伏)
税金は期限内に納めましょう

八

フ

10月の人の動き

人 口     48,489人 (+71人 )
男      23,193人 (+32人)
女      25,296人 (+39人 )
世帯数    16,441戸 (+31戸 )
※カッコ内は前月からの増滅です

10月 の交通事故

発生件数     46件 (392件)
負傷者数     58人 (506人)
死亡者数      1人 ( 3人)
※カツコ内は今年の累計です

10月 の火災・敷急

出火件数    2件 ( 12件 )
救急出動   140件 (1,387件 )
※カッコ内は今年の累計です

ほだ曇曇壱縫髯εttF蜘 広報ちくご 平成19年 12月号 (26)渇
瞑嚢


